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経済企業委員会会議録 

 

令和３年１０月２８日 木曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午後 １時５８分閉議（実時間１７８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１１７号・令和２年度八代市一般会

計歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第１２５号・令和２年度八代市久連子

財産区特別会計歳入歳出決算 

１．議案第１２６号・令和２年度八代市椎原財

産区特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者      宮 本 誠 司 君 

 農林水産部長     福 田 新 士 君 

  農林水産部次長   豊 田 浩 史 君 

  理事兼フードバレー推進課長 豊 田 正 樹 君 

  農業振興課長    田 島 功一郎 君 

  水産林務課長    小 原 聖 児 君 

  農林水産政策課長  澤 村 成 浩 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

 経済文化交流部 

  経済文化交流部次長 一 村   勲 君 

  経済文化交流部次長 小 野 高 信 君 

  文化振興課長    丸 山 尊 司 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 

  イベント推進課長  角 田 浩 二 君 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 南   和 治 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

○委員長（増田一喜君） 定刻となり、定足数

に達しましたので、ただいまから経済企業委員

会を開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月２２

日の本委員会でも報告いたしましたが、まず、

一般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出

の審査については、「令和２年度における主要

な施策の成果に関する調書及び土地開発基金の

運用状況に関する調書」に基づいて、また、各

特別会計の歳入の審査については、「令和２年

度八代市特別会計歳入歳出決算書」に基づいて

説明を聴取し、監査委員からの審査意見書も含

めたところで質疑を行うことといたしておりま

す。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、お手元に配

付しておりますような方法で進めさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行
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によっては、予定している審査項目を１１月１

日月曜日の予備日に繰り越すことも考えられま

す。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第１１７号・令和２年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

○委員長（増田一喜君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案３件の審査に入

ります。 

 まず、議案第１１７号・令和２年度八代市一

般会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題

とし、執行部より説明を求めます。 

 それでは、第５款・農林水産業費及び第１０

款・災害復旧費中、農林水産部関係分につい

て、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（福田新士君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 議案第１１７号・令和２年度八代市一般会計

歳入歳出決算、農林水産部関係分で、第５款・

農林水産業費、第１０款・災害復旧費につきま

して、全体的な総括をさせていただきます。 

 初めに、令和２年度におきましては、年度当

初からいまだに収束を見せない新型コロナウイ

ルス感染症の対策として、あらゆる面で制限し

ながら事業を行ってまいりました。 

 また、７月に発生しました災害につきまして

は、コロナ禍での対応を行ってきておりまし

て、復興に向けて、現在も継続中であります。 

 事業の執行に当たりましては、八代市総合計

画における重点戦略に掲げる農林水産業の更な

る振興を実現するため、国や県の補助事業を活

用しながら、活力ある産業と雇用の創出による

魅力に満ちたまちづくりと、災害に強く、安全

・安心なまちづくりのための農村環境の整備促

進など５つの重点施策を組織目標に掲げ、各種

の事務事業に取り組んでおります。 

 まず、重点施策の１つ目、農林水産業の新規

担い手の確保・育成の支援でございますが、少

子高齢化が進行する中、農業部門におきまし

て、令和２年度、延べ６２名の新規就農者を対

象に、本市の営農支援員を中心に、８１６回の

巡回訪問を実施し、経営全般にわたる支援や経

営改善に向けた助言などを行っております。 

 林業部門におきましては、新たな森林管理シ

ステムへの対応としまして、森林環境譲与税を

財源に、泉町仁田尾地区と東陽地区におきまし

て、森林不在所有者の明確化や管理に対する意

向調査を引き続き行い、今年度からは坂本地区

も着手しております。 

 また、林業担い手対策や鹿被害対策など、林

業における様々な課題を検討、解決することを

目的に、やつしろの山づくり推進協議会を設立

し、林業における労働環境改善やＩＣＴを活用

した林業者による鹿捕獲などを実施、検証して

いるところでございます。 

 ２つ目に食に関するあらゆる産業が活性化し

た、フードバレーやつしろの取組でございま

す。国内流通及び海外輸出では、緊急事態宣言

や蔓延防止等重点措置により、国内移動の自

粛、海外渡航の制限、また、国内外での商談

会、見本市や物産展などの催物が相次いで中止

となるなど、これまでの活動に大きな影響があ

ったところです。 

 そこで、インターネットを活用したオンライ

ン商談会や民間ＥＣサイト登録など、新たな手

法を駆使し、新規販路の開拓に取り組んだとこ

ろでございます。 

 ３つ目に、農林水産物の６次産業化の推進で

ございますが、コロナ禍にあったことから、主

にメールや電話などにより、新商品開発の支援

を行い、８つの新商品が完成しております。 

 ４つ目に、ＩＣＴの活用による高生産性農業
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推進でございますが、強い農業づくり支援事業

によりまして、ミニトマトの選果、予冷施設を

備えた最先端の施設導入により、選果に係る労

働力を大幅に軽減し、栽培面積の増加につなが

っております。 

 また、産地パワーアップ事業によりまして、

導入が進められておりました、予冷施設等を備

えた露地野菜の集出荷施設につきましては、今

年度への繰越し承認をいただき、去る９月３０

日に落成の運びとなり、市場の多様なニーズや

生産量の増減に対して、臨機応援に対応でき、

集出荷における拠点として、露地野菜の発展に

大きく貢献するものと期待しております。 

 ５つ目に、いぐさの生産体制の強化と八代産

畳表の需要拡大ですが、イグサ刈取機（ハーベ

スタ）につきましては、平成２９年度から令和

元年度までに導入を完了し、令和２年度から

は、イグサのカセット式移植機の導入を開始し

ておりまして、今年度までの２か年で導入を完

了する予定としております。生産者の意欲向

上、産地の維持に大きく寄与しているところで

ございます。 

 また、畳表の需要拡大を図るため、令和元年

１０月、本市と氷川町及び畳関連企業により、

八代産畳表認知向上・需要拡大推進協議会を設

立し、八代産畳表の魅力を全国に発信するため

の効果的なＰＲ事業を行っております。 

 令和２年度は、育児関連雑誌へ特集記事を合

計４回掲載するとともに、１０月には、畳とヨ

ガをモチーフとした広告を東京の渋谷駅に掲出

したところです。 

 さらに、９月２４日の畳の日には、世界的に

人気のゲーム、あつまれどうぶつの森に、やつ

しろたたみ島をアップしたところで、国内のみ

ならず、世界に向けて、八代の畳を発信してお

ります。 

 令和２年７月豪雨災害につきましては、農地

農業用施設災害復旧事業の国庫補助事業関係分

で、約３億２０００万円の被害が発生してお

り、また、林道施設災害復旧事業で約２４億９

０００万円の被害が発生しております。 

 入札の不調等もありながら、順次、工事の発

注を行っております。 

 特に、林道災害復旧事業におきましては、令

和６年度の復旧完了を目指しております。 

 そのほか、重点施策以外の取組としまして、

市内一円の農道や排水路等、土地改良施設の整

備や、坂本、泉、東陽町管内の林道ののり面や

舗装工事を行っております。 

 また、有害鳥獣被害対策としましては、鳥獣

被害対策実施隊を中心とした鹿やイノシシなど

の捕獲に加え、近年、本市の沿岸部で農作物な

どへの被害が拡大しております、カモ類やバン

類も捕獲の対象に加え、農業と水産業での被害

防止のために、今後は対策を強化してまいりた

いと考えております。 

 最後に、全体的な総括としましては、掲げた

組織目標を達成するため、継続事業の推進はも

とより、新規事業にも着手し、一定の成果が得

られたものと思っております。 

 今後も、新たな政策課題に対し柔軟に対応し

ながら、予算の着実な執行に努めてまいりま

す。 

 以上で、農林水産業費、災害復旧費に係る主

な総括をさせていただきます。 

 なお、各事業の詳細につきましては、豊田次

長より説明させますので、御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部次長、豊田でございます。 

 それでは、歳出のうち、農林水産業費及び災

害復旧費につきまして、令和２年度における主

要な施策の成果に関する調書（その１）及び八

代市一般会計歳入歳出決算書を用いまして、御

説明申し上げます。着座にての説明をお許しく
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ださい。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 初めに、主

要な施策の成果に関する調書で御説明申し上げ

ます。 

 説明は、事業の内容、決算額、特定財源、不

用額及び今後の方向性の順に説明してまいりま

す。 

 決算書につきましては、その後、主な流用額

の説明をさせていただきます。 

 それでは、款５・農林水産業費の主な事業に

ついて、順次説明いたします。 

 主要な施策の成果に関する調書の８３ページ

をお願いします。 

 下段のい業振興対策事業は、本市イ業の振興

を図るため、畳表張替え促進事業として、市内

在住者が八代産畳表の張り替えを行う際、１畳

当たり１０００円、１万６０００円を上限に助

成しております。 

 令和２年度においては、延べ６９５８枚、６

９５万８０００円の利用となっております。 

 次に、い業機械再生支援事業では、ハーベス

タや織機などの専用機械の修理・再生に要する

費用として２０１件に対し、１９１６万２００

０円の補助を行っております。 

 このほか、熊本県いぐさ・畳表活性化連絡協

議会負担金として１４０万１０００円を支出し

ております。（｢１４０万」と呼ぶ者あり）失

礼しました。１４０万１０００円を支出してお

ります。 

 決算額は総額２９４７万４０００円で、全額

一般財源となっております。 

 不用額の２１５万７０００円は、い業機械再

生支援事業におきまして、申請者の事情による

取下げなどによるものが主なものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、イ業の振興と産地の維持存続

に取り組んでまいります。 

 資料の８４ページをお願いいたします。 

 上段の八代市農地集積対策事業は、新規に５

か年以上の賃借権を設定し、一定規模以上の農

地集積を行った農業者に対して、機械導入経費

の２分の１、上限１００万円を補助するもので

ございます。 

 決算額は１９４８万５０００円で、２０件の

農業者が２６.８ヘクタールの農地集積に取り

組まれました。 

 なお、財源は全額一般財源となっておりま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとしており、今後とも、担い手への

農地の集積を促進させ、農業者の規模拡大と経

営安定につなげてまいります。 

 ８６ページをお願いいたします。 

 上段の営農支援事業は、２名の営農支援員を

配置しまして、新規就農者をはじめ、経営課題

を抱える農業者への指導、支援を行うもので、

主に就農希望者や新規就農者の就農計画の策定

や栽培技術の指導、認定農業者などの経営改善

相談や各種補助事業の計画策定などの支援業務

に当たっております。 

 決算額は４９１万８０００円で、２名分の賃

金、社会保険料などとなっております。 

 主な実績としまして、新規就農の相談対応に

１２６回、訪問指導に８１６回などとなってお

ります。 

 なお、特定財源としまして、県支出金１３５

万４０００円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き、新規就農者、就農

希望者への支援を行い、就農開始５年目以降に

おける就農定着を目指してまいります。 

 ８７ページをお願いします。 

 下段のフードバレー輸出促進事業でございま

す。その事業は、台湾や香港での販売促進活動
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を通じて、市内事業者の海外展開、販路開拓を

支援し、八代産農林水産物をはじめとした、八

代産品の輸出拡大を図るものでございます。 

 令和２年度は、コロナ禍による渡航制限など

もありまして、香港、台湾でのプロモーション

や見本市などのイベントが縮小や中止となった

ため、その代替事業としまして、台湾の宅配事

業者と連携した八代フェア、また、海外バイヤ

ーとのオンライン商談会の実施、あと民間ＥＣ

サイトの活用についてのセミナー開催など、従

来とは、手法を変えた事業を取り組んでおりま

す。 

 決算額は９９２万８０００円で、海外流通ア

ドバイザー委託費１６３万２０００円、台湾で

の販路開拓業務委託料４８７万７０００円、香

港での晩白柚プロモーション１４０万２０００

円などが主なものでございます。 

 なお、特定財源として、国の地方創生交付金

４５２万３０００円を財源としております。 

 今後の方向性としまして、市による実施、現

行どおりとしておりますが、今後の海外展開を

見据えて、輸出に関する実務を担える人材の育

成やインターネットを活用した販路の開拓にも

取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、８９ページをお願いいたします。 

 上段の八代畳表認知向上・需要拡大事業は、

令和元年に設置しました八代産畳表認知向上・

需要拡大推進協議会において、八代産畳表の全

国的なＰＲ活動を行い、本市のイ産業の活性化

及び畳文化の保護と継承を図っていくこととし

ております。 

 令和２年度におきましては、東京の渋谷駅で

の大型駅張り広告の掲出や、子育て専門誌への

畳のよさをＰＲする特集記事を掲載するなど、

八代産畳表の認知向上と需要拡大に向けた事業

を行っております。 

 決算額は３６３５万９０００円で、全額、協

議会の負担金となっております。 

 なお、特定財源としまして、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金２４２３万９０００円

を財源としております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き八代産畳表の認知向

上と需要拡大のための効果的な取組を行ってま

いります。 

 資料９０ページをお願いします。 

 上段の山村振興関係事業では、中山間地域に

おきます農業の課題解決を図るため、県の中山

間農業モデル地区支援事業を活用しまして、地

域が自ら取り組む農業ビジョンの策定及びその

実現に向けた取組に対する支援を行っておりま

す。 

 決算額は２０３８万５０００円で、東陽町の

五反田地区をはじめ、３つのモデル地区を設定

し、地域が取り組む事業に対して交付金を交付

しております。 

 なお、特定財源として、全額県支出金となっ

ております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後とも、持続可能な中山間

地域農業を目指し、地域の総合的な取組を支援

してまいります。 

 ９１ページをお願いします。 

 上段の産地パワーアップ事業は、水田、畑

作、野菜、果樹などの意欲ある農業者が、産地

パワーアップ計画に基づき、高収益な作物・栽

培体系の転換を図るための取組を支援するもの

で、育苗や乾燥調製、集出荷貯蔵などの施設整

備、農業用の機械や資材などの導入を支援する

ものです。 

 決算額は１億１５９９万１０００円で、カセ

ット式イグサ移植機等の導入、１億１２２２万

４０００円をはじめ、コンバインやパイプハウ

スの導入５７６万７０００円となっておりま

す。 

 なお、特定財源として、全額県支出金となっ
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ております。 

 不用額の５５０１万１０００円は、各事業の

入札残となっております。 

 また、繰越明許費の２億９５１８万４０００

円は、八代地域農業協同組合の野菜集出荷貯蔵

施設２億８１１５万８０００円及び株式会社ア

グリ日奈久のトラクター等の導入１４０２万６

０００円でございます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、国、県と連携しながら、事業

者のニーズに合った支援を継続していくことと

しております。 

 下段のいぐさ・畳表生産体制強化緊急対策事

業でございます。この事業は、イグサ・畳表に

関連する共同利用機械の導入支援や、畳表トレ

ーサビリティ導入支援、イグサハーベスタ及び

移植機の導入に対して支援するものでございま

す。 

 決算額は８２６８万１０００円で、令和２年

度、今年度に限り、新たに製造されたカセット

式イグサ移植機の導入に対して助成を行うもの

でございます。 

 カセット式イグサ移植機は、２か年間で合計

８８台の導入計画で、令和２年度は２２台の導

入に対して助成を行っております。 

 なお、特定財源として、県支出金４１３４万

１０００円と、氷川町導入分の負担金４２２万

６０００円がございます。 

 不用額２８７万円は、入札残によるものでご

ざいます。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、令和３年度までの２か年にお

いて、カセット式イグサ移植機の導入を支援

し、生産効率の向上を図り、産地の維持に努め

ることとしております。 

 資料９２ページをお願いいたします。 

 下段の新型コロナウイルス感染症対策事業

（畳表張替え）は、新型コロナウイルス感染症

防止対策による、活動自粛要請等の影響によ

り、需要が低迷したイ業の継続を支援するた

め、畳のよさをＰＲするとともに、将来の需要

拡大につながるよう、公共施設の畳表張り替え

と、既存事業である畳表張替え促進事業補助金

額の上乗せ、また、旅館等の畳表張り替えに要

する経費の８割の補助、加えまして、昨年７月

豪雨災害での罹災家屋の畳表張り替えに要する

経費の９割の補助などでございます。 

 実施内容としましては、公共施設等畳張替９

６施設、２２７４枚。旅館等畳表張り替え事業

１８件、１０８８枚。畳張り替え促進事業の上

乗せ補助６３０件、６８９０枚、八代市豪雨災

害畳表張替支援事業８７件、１８０５枚で、決

算額は５６９６万５０００円となっておりま

す。 

 特定財源として、国の新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金５２０８万６００

０円、県の新型コロナウイルス感染症対応総合

交付金４８６万９０００円を財源としておりま

す。 

 不用額の４６４４万４０００円は、豪雨災害

畳表張替支援事業の２３４８万５０００円、旅

館等の畳表張り替え支援事業の１９８９万６０

００円が主なものでございます。 

 また、繰越明許費の３１１４万２０００円

は、住宅再建が遅れていらっしゃいます豪雨災

害畳表張替え事業支援によるものでございま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、豪雨により罹災された方々の

住宅再建の進捗に対応した事業が必要と考えて

おります。 

 ９３ページをお願いします。 

 上段の新型コロナウイルス感染症対策事業

（農林漁業者等事業継続対策特別支援金）は、

新型コロナウイルス感染症の影響で売上げが前

年の５０％以上減少した農林漁業者に対して、
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事業の継続と安定を図るため、個人事業者に１

０万円、法人事業者２０万円を上限に支援金を

給付するものです。 

 決算額は５８６０万円で、個人事業者５３８

件、５３８０万円。法人事業者２４件、４８０

万円の交付となっております。 

 なお、特定財源としまして、全額国の新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

財源としております。 

 資料９７ページをお願いします。 

 下段の県営土地改良事業負担金事業は、県が

主体となり実施する県営土地改良事業で、老朽

化した排水機場の更新や農地海岸、用排水路、

農道等の改修事業で、市はガイドラインに基づ

き負担金を支出しております。 

 決算額は２億２９８６万３０００円で、経営

体育成基盤整備事業５地区、７４８２万円、か

んがい排水事業２地区、２５７８万１０００

円、農地海岸保全事業３地区、２９０６万５０

００円、湛水防除事業１地区、９９６０万６０

００円などの事業の負担金となっております。 

 なお、特定財源として地方債２億１８００万

円を財源としております。 

 今後の方向性としましては、本事業は、単に

農業基盤の整備にとどまらず、市民生活にも大

きく関わり、重要性も高いことから、市による

実施、現行どおりとし、引き続き、県と連携し

ながら、計画的に事業を推進するとともに、国

に対しましても、予算の拡大と事業の採択を要

望していくこととしております。 

 資料９８ページ、お願いします。 

 下段の多面的機能支払交付金事業は、農業・

農村の有する多面的機能の維持・発展を図るた

め、農業者及び地域住民からなる組織が行う、

農地や農業用水路などの地域資源の適切な維持

・管理活動に対して支援を行っております。 

 決算額は２億５０７３万９０００円で、水路

の泥上げや農道の路面維持などの活動に取り組

む２３組織に対して９７７８万５０００円、施

設の軽微な補修や景観形成などの活動に取り組

む９組織に対して４５８３万３０００円、未舗

装農道の舗装やコンクリート水路への更新など

の長寿命化に取り組む７組織に対して１億６５

８万８０００円を交付しております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億８８１８万７０００円を財源としておりま

す。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、今後とも、各組織での活動が

円滑に行えるよう指導、助言を継続して行い、

農地等の地域資源の保全を推進してまいりま

す。 

 ９９ページをお願いします。 

 下段の市内一円土地改良整備事業は、主に各

校区からの排水路や農道の整備等の要望に対応

するため、緊急性や必要性を踏まえ、整備箇所

を選定しつつ工事を行っております。 

 決算額は１億２６３８万４０００円で、排水

路改修工事１８件、５２３６万８０００円、道

路改良・舗装工事４件、１５０７万２０００

円、農業施設修繕４５件、１２３８万３０００

円などとなっております。なお、２４５８万５

０００円は翌年度へ繰り越して執行することと

しております。 

 特定財源としまして、県支出金１１１万１０

００円、地方債１８５０万円、その他特定財源

として、農業振興費寄附金３０万円を財源とし

ております。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、校区要望の多い中、限られた

予算の範囲内で、緊急性、必要性を精査し、事

業を進めてまいります。 

 少し飛びまして、１０３ページをお願いいた

します。 

 下段の森林経営管理事業は、林業の成長産業

化と森林資源の適切な管理を行うため、森林環
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境譲与税を財源として、森林所有者へ今後の森

林経営に関する意向調査をはじめ、鹿被害対策

や林道・作業道の維持・修繕、林業後継者対策

など、林業が抱える課題に広く取り組むもので

ございます。 

 決算額は５６９７万円で、主なものといたし

まして、林道・作業道の修繕費１５６９万４０

００円、泉町仁田尾地区及び東陽地区の森林所

有者の意向調査業務委託費７８１万円、森林作

業道等基盤整備事業に対する補助金１２７２万

８０００円などとなっております。 

 不用額の２４８万６０００円は、工事及び測

量設計業務委託の入札残によるものです。 

 今後の方向性としましては、市による実施と

し、今後とも、森林所有者への意向調査を継続

して実施するとともに、林業の担い手育成にも

取り組んでまいります。 

 １０４ページをお願いいたします。 

 上段の木材利用促進事業では４つの事業を行

っており、決算額は総額９４０万２０００円と

なっております。 

 まず、八代産材利用促進事業では、八代産木

材を利用した家屋の新築、増改築への助成とし

て、家屋の新築９件に対して１３４万９０００

円の補助を行っております。 

 次に、木の駅プロジェクト推進事業では、未

利用間伐材等を有効利用することで、林家の所

得向上と地域活性化を図り、木材利用促進につ

なげることを目的に行っております。 

 令和２年度は１５２７トンの木材を取り扱

い、木の駅運営委託料として２６１万８０００

円、地域通貨券の換金などに要する費用として

３４３万５０００円などが主なものとなってお

ります。 

 次に、輸出木材くん蒸助成事業では、中国向

け木材の輸出に際して必要となる薫蒸費用の一

部を補助しており、１４７９立方メートルに対

して、３０万円の補助を行っております。 

 最後に、くまもとの森林活用最大化事業で

は、間伐材の利活用拡大を図るため、出荷・流

通経費の一部を助成しており、５００立方メー

トルに対して１７０万円の補助を行っておりま

す。 

 なお、特定財源として、県支出金８５万円を

財源としております。 

 不用額１６５万１０００円は、八代産材利用

促進事業における住宅の新築補助件数が当初見

込みよりも少なかったことによることが主な要

因となっております。 

 今後の方向性としましては、市による実施と

し、今後とも八代産木材の需要を拡大し、本市

の林業全般の活性化並びに森林の健全化を進め

てまいります。 

 続きまして、款１０・災害復旧費について説

明いたします。 

 ページが飛びまして、１７２ページをお願い

いたします。 

 下段の農業施設災害復旧費（豪雨災害）で

は、令和２年７月豪雨により被災した農地及び

農業用施設などの復旧を図るものでございま

す。 

 決算額は９４５３万４０００円で、被災箇所

の復旧を行うための測量設計業務委託８件、７

０７３万円、農業用施設の修繕費４９件、１８

８６万８０００円、生コン等の原材料支給２６

件、２３９万４０００円などが主なものとなっ

ております。 

 また、繰越明許費２億７１４１万円は、工事

請負費、修繕料、委託料などで、翌年度へ繰り

越して執行するものでございます。 

 特定財源としまして、県支出金１９５７万５

０００円、地方債６８７万７０００円、その他

特定財源としまして、豪雨災害寄附金２９１８

万円を財源としております。 

 不用額２６３万４０００円は、測量委託費の

入札残が主なものでございます。 
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 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き、被災した農地等の

早期復旧を図ってまいります。 

 次の１７３ページをお願いします。 

 上段の林道施設災害復旧費は、豪雨により被

害を受けた林道の災害復旧を行っております。 

 決算額は２億４８３７万６０００円で、現年

度分として、林道の修繕５０件、７１４２万４

０００円、測量設計業務委託費１７件、１億３

９０１万１０００円、工事請負費６件、２２６

７万８０００円が主なものとなっております。 

 令和元年度からの繰越分として、林道植木谷

線災害復旧工事請負費２４３万６０００円、林

道菊池人吉線災害復旧工事に伴う補償金４９７

万９０００円となっております。 

 さらに、平成３０年度からの繰越分として、

林道菊池人吉線災害復旧工事請負費７８４万８

０００円を支出しております。 

 なお、これらに係る特定財源として、県支出

金総額８１１９万３０００円、地方債１４３４

万円を財源としております。 

 また、繰越明許費として３億１６００万円を

翌年度へ繰り越して執行することとしており、

引き続き、林道の早期復旧に取り組んでまいり

ます。 

 不用額の２６３８万７０００円は、測量設計

業務委託費に係る入札残が主なものとなってお

ります。 

 今後の方向性としましては、市による実施、

現行どおりとし、引き続き、林道機能の早期回

復を図ってまいります。 

 続きまして、決算書を用いまして、主な流用

を説明いたします。 

 決算書の１５０ページ、１５１ページをお願

いいたします。 

 前のページからの続きになりますが、款５・

農林水産業費、項１・農業費、目８・農地費

で、備考欄上段末尾に記載の２００８万８００

０円の流用は、市の高圧受電施設の電力一括調

達に伴いまして、令和２年４月より稼働した八

代中央排水機場及び野崎排水機場が電力会社変

更となり、臨時清算金が発生したため、農業振

興費より流用して対応したものでございます。 

 同じく２５８万３０００円の流用は、令和２

年度より八代中央排水機場及び野崎排水機場が

稼働したことや、７月豪雨等により降雨量が多

かったことから、市内排水機場の運転時間が増

加し、電気料が不足したため、土地改良事業融

資償還補助金の執行残を流用して対応したもの

でございます。 

 同じく１５８万３０００円の流用は、排水機

場の点検業務等に対する県の補助金が令和元年

度で終了したため、負担金から委託料へ流用し

て対応したものでございます。 

 次に、同ページの目・１０、地域農政特別対

策事業推進費で、備考欄末尾３６万円の流用

は、令和２年１１月に締結しました、県立八代

農業高校との連携協力に関する包括協定に基づ

き、協働で実施することとなった八代農業塾に

つきまして、運営主体である八代市担い手育成

総合支援協議会への事業補助金として、農業振

興費より利用して執行したものでございます。 

 次に、１５４ページ、１５５ページ、お願い

します。 

 項２・林業費、目２・林業振興費で、備考欄

末尾の２３６万円の流用でございます。 

 これは森林環境譲与税を活用した事業の執行

残でございまして、執行残につきましては、八

代市森林環境譲与税基金事業として積み立てる

こととしておりますことから、同基金への積立

金として執行したものでございます。 

 次に、１５６、１５７ページをお願いいたし

ます。 

 項３・水産業費、目２・水産業振興費で、備

考欄末尾の６８万６０００円と５０万円の流用

は、大鞘漁港の防潮堤補修工事におきまして、
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防じん対策として防じんシートの設置が必要と

なりましたことに伴い、仮設足場の工法に変更

が生じましたことから、工事請負費の増額変更

への対応として、需用費及び補助金から流用し

たものでございます。 

 ページが飛びまして、２０２ページ、２０３

ページをお願いいたします。 

 前のページからの続きになります。款１０・

災害復旧費、項２・農林水産業施設災害復旧

費、目２・林道施設災害復旧費で、９０４万６

０００円の流用は、のり面崩壊等により通行不

能となった林道の応急復旧を優先的に進めまし

たことで、修繕料が不足したため、委託料から

流用して対応したものでございます。 

 以上、農林水産部関係分の説明とさせていた

だきます。 

 御審議方よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） 調書の８３ページ、

い業振興対策事業と、あと８９ページ、八代畳

表認知向上・需要拡大事業があるんですが、こ

のイ業の取組、しっかり頑張っていただいてい

るなというのがあれなんですけど、この畳表認

知向上のＰＲ事業のこっですよね。の不用額の

８６４万１０００円のちょっと中身を、不用額

について少し。８９ページ。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）フードバレー推進課、豊田

でございます。 

 委員お尋ねの八代畳表認知向上・需要拡大事

業の不用額でございますが、こちらにつきまし

ては、令和２年度、活動する際の財源を寄附金

ということにしております。 

 我々としても、一番最初、新たな取組でござ

いますので、なかなかその歳入の見込みが立た

なかったというところでございまして、この協

議会の委員さん等々にお伺いをしまして、当初

の寄附額の見込みは大体３０００万程度という

ふうに見込んどったところではございますが、

結果として、寄附額が２４２３万９０００円だ

ったというところでございます。 

 その寄附額に、２分の１、市の負担金を加え

まして、協議会への負担金ということで支出を

させていただいておりますことから、結果とい

たしまして、８６４万１０００円の不用額が生

じたというところでございます。 

 寄附額といたしまして、２４２３万９０００

円と、多額の寄附をいただいておるというふう

に認識しておりますので、見込みが甘かったと

いうことであれば、それまででございますが、

各企業様、事業者様、個人様から、その熱意を

形にして御寄附という形でいただいております

ので、しっかりその辺をですね、執行部といた

しましても、その熱意に応えられるよう、効果

的なＰＲ事業に今後も努めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 初めての取組で、こ

れだけの大規模なＰＲ事業、金額も含めてです

ね、なかなか見通しが、ばちっと立ってうまく

いくかというたら、そうじゃないというのは理

解しておりますし、あと取組としてはですよ、

非常に、選挙を通して、農家さん、いろいろお

話しすると、あつまれ君、あつまる島。（｢ど

うぶつの森」と呼ぶ者あり）あつまれどうぶつ

の森。何かゲームの話題にしても、渋谷のＰＲ

広告にしてもですね、これだけ、コロナ禍の中

で、非常に前向きな取組だなと思うので、この

現行どおりじゃなくてですよ、市による実施

が、規模拡充でもいいのかなと、不用額も生じ

とるし。 

 平時に戻ればですね、平時に戻ればなんです

が、ぜひそういったイグサの生産者、関係者が
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非常に喜ばれて、しかも八代産の畳というの

は、これだけＰＲされている事業というのは、

非常にすばらしいことなので、規模拡充で行か

れたらどうかなというのを思います。 

 それと関連で、豊田課長のとこだから、８７

ページのフードバレー輸出促進事業の不用額５

６６万８０００円、ここら辺についてもちょっ

と教えてください。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 ８７ページ、フードバレー輸出促進事業の不

用額５６６万８０００円でございます。 

 その主な不用額の御説明をさせていただきた

いと思います。 

 御承知のとおり、海外への渡航が、昨年コロ

ナ禍の中で制限されておりまして、できなかっ

たということから、職員の旅費、こちらが３１

０万円。それから、台湾で、通常でございます

が、予定としまして、基隆市でのフェアやフー

ド台北への出展というところで予算を計上させ

ていただいておりましたが、残念ながらそちら

のほうは中止をせざるを得なくなったというこ

とで、その代替事業と実施した代替事業との差

額、こちらが２２６万円ということでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） そうですね。もうコ

ロナ禍だったけん、行かれんだったですよね。

改選前は、コロナ禍になる前、非常に沖田部長

時代もそうですが、台湾、キールンとのいろい

ろな関係を良好にしていったのも、こういった

活動がそうですし、あと晩白柚のプロモーショ

ンにしてもそうなんですよね。非常にこれ頑張

っとんなって、不用額が出てる中で、新たな販

路開拓、販路拡大、アドバイザーの方も非常に

優秀な方が、県との関係でおられるというのを

耳にしてますんで、これも今後規模拡充でです

よ、じゃんじゃん頑張られたほうがいいのかな

と。市長も非常に台湾との関係、林市長との関

係も含めてですね、いろんなところに、良好な

波及しているようなこともあると思いますの

で、福田部長、ぜひ規模拡充で頑張っていただ

きたいなと思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 意見ですね。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかに質疑ありませ

んか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、８３ペー

ジになります。 

 い業振興対策事業ということで、畳表の張替

え促進事業補助金、これ別の事業でもコロナ対

策をやって、増額とかっていうのがあったんで

すけども。以前にも、たしか新築のところのや

つにも助成があったですけど、これ、どっかで

なくなったっですよね、たしか。なくして、こ

っちだけ残しますみたいな、こっちのほうに重

点的にっていう話だったですけど。 

 先ほど林業の関係の説明の中でもあったっで

すけど、新築の関係の木材の補助について、も

う少し件数が下がってきているっていう話なん

ですが、市内一円見ますと、どんどん住宅がで

すね、ばんばんばんばん、建ちよるという中

で、畳を敷く、その家庭というのは、そう少な

くなってきたというのも分かるんですけれど

も、ある程度やっぱそういった需要もですね、

新築に対する畳の入れる導入のときの補助とい

うのも、また、復活してからですね、やったほ

うがいいんじゃないかなというふうに思うんで

すよ。少しでも、やっぱその広げていこうとい

うのもですね、また、やったほうがいいんじゃ

ないかなって思うんですけども、そこら辺はど

うなんでしょう。できないんですか。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 確かに、以

前ですね、新築家屋の畳張り込みということで

ですね、補助しておりましたが、それも張り替

え件数のほうがニーズが多かったものでござい
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まして、張り替えのほうを確実に実施し、対応

して、限られた予算の中でですね、やはり張り

替えのほうを先に対応させ、今、優先して対応

させていただいているところでございます。 

 いろんな事業の組立てから、そういったもの

を考えながらですね、そういう余力があればで

すね、そういったものにも対応できるようには

検討したいと思っておりますが、今、とにかく

コロナ禍でですね、こういった交付金が来たか

ら、ぜひこれは取り組みたいというところでし

て、公共施設のほうを取り組んだものでござい

まして、そういった、ある意味、財源的なもの

をですね、確保しながら、そういったものに見

据えて取り組みたいと考えておりますので、し

ばし検討をさせていただければと思います。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。今、成

松議長も、今言われたんですけど、畳、イグサ

の関係について、もう少しやっぱこの財源ね、

拡充してっていう話されたんですけど、私もそ

うだと思うんですよ。今、財源の話されたんで

すけれども、この畳表事業、――畳表張替え事

業っていうことで、予算を取っていくっていう

ことになるんで、そこにもう１個足せばいいか

なって思うんですよ。 

 そしたら、新築のやつにもできます。張り替

えにもできますよっていう話で、やっていただ

けないかなっていうふうに思うんですよ。そこ

ら辺どうです。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） ありがとう

ございます。取り組みたいところはやまやまで

ございます。（笑声） 

 ただ、新築家屋への畳の張り込みってなりま

すと、全部設計費に入っておりまして、そこ

に、別の畳屋さんが１点、この市の補助事業あ

るから、ここの部分を畳をということになりま

すと、手間がかなりかかります。設計からやり

直さなきゃいけない工務店、大手ですけれど

も、そういったもの、出てまいりまして、今、

ほとんどが大手の建設会社の工事になってます

ので、そこを、結構そこでですね、話がちょっ

とずれたりですね、する部分もございましたの

で、確実に需要が見込める、張り替えというほ

うに、実はシフトしたところでございます。 

 ですから、そういった工務店が決まってい

る、別の設計会社さんが設計された家屋につい

ては、八代産の畳を張り込むことはできますよ

ということでですね、やったんですけど、今も

うほとんどがアッセンブルの設計でですね、建

築まで全部一貫してされてますので、なかなか

そこはですね、入り込みにくい部分もございま

す。というのは、新築の家屋には、八代産、国

内産が使われているかどうかも分からない状況

になっておりますので、そこはやはり業界のや

り方、その会社の考え方もあると思いますの

で、そこには、ちょっとなかなか入り込みにく

い部分もあります。御容赦いただければと思い

ます。 

○委員（野﨑伸也君） 確かにそうなんですよ

ね。今、さっき言ったように市内の新築という

のは、めちゃくちゃもう目に見えて分かるんで

すけど、今言われたように、ほとんどは大手な

んですよね、多分。造るところは、という話

で、なかなか難しいというの、もうよくよく理

解しているんですよ。 

 だからこそじゃないんですけど、この１０４

ページで、木材利用促進事業っていうのがあっ

て、ここで件数が少なくなっていると、利用が

少なくなっている、申請がっていう。だから、

ＰＲを何かやっていかんといかんというふうに

言われたじゃないですか。まさしくそこだと思

うんですよ。うん。 

 木材もそうなんですけど、今、言いなった

畳、入り込めないところに、いかに入り込んで

いくかっていう、そのやり方ちゅうか、ＰＲの

仕方というかですね、だけん、大手の、例えば

住宅メーカーだったりとかっていうところに、
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どんどんどんどん、そういう変えていってもら

うような、今、ＳＤＧｓとかっていうのもある

んで、そういう話もしながらですよ、やってい

けないかなと思うんですよ。 

 そこのアプローチとかって、大分やられてい

るんですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興課

の田島です。 

 住宅関連団体、そういった方々へのＰＲです

ね。今、野﨑委員おっしゃったように、まず、

畳を使っていただく。これを広げないと、補助

を市がするとしてもですね、まず、畳の部屋が

減っている状況では、なかなかそれも、市だけ

ではなかなかできないっていうところがござい

ますので、そういった住宅関連団体、日本木造

住宅産業協会ですとか、そういった全国団体も

ございますので、そちらのほうにも政府要望の

際に、こちらから利用の促進をお願いしたいと

か、あとまた、国土交通省の木造住宅振興室、

そういったところにも御協力をお願いしながら

ですね、市としても、熊本県いぐさ畳表活性化

連絡協議会ございますけれども、そこを中心

に、畳の利用を、何て言いますかね、消費拡大

ということで進めておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長、関連でいい

ですか。 

○委員長（増田一喜君） ああ、どうぞ。 

○委員（成松由紀夫君） 田島課長。その品川

とかあっち、政府要望のとき行くでしょうが。

いろいろと要望ばしよっですたいね。今、ほ

ら、熊本県いぐさ畳表活性化連絡協議会の話の

農業振興課の分かな。これね、活性化連絡協議

会がしっかり動きばしてきとらんだったけん

で、民間ば活用してということで、フードバレ

ー推進課が今、頑張って、要するに、八代産畳

表認知向上・需要拡大推進協議会が、民間が入

ってこらしたわけでしょうが。 

 部長にも次長にも、ほら、分かってほしかと

が、今、野﨑委員が言いよっとはね、まさに大

事なことで、木材とセットですよ。木材とセッ

トで、やっぱ新庁舎でも入れたですたい。八代

産材ば入れて、八代モデルと言われるような森

林組合通した、ああいう画期的な契約。それで

あったり、イグサの畳の導入の仕方にしても、

大変執行部、頑張っとなったですたい。 

 だけん、この際、今、野﨑委員が言いよるこ

とは、まさにそこを切り込んでいって、ちょっ

と言い方悪かばってんが、活性化連絡協議会

が、事務方は、執行部の農林水産部が持っとる

ばってん、結局ＪＡがああでもない、こうでも

ないという話があって、なかなか活性ができな

かった協議会でしょうが。蓋を開けて言えば。

い業振興議員連盟でも、それはね、もんだんで

すよ、過去ね。 

 だけん、そういう意味でいうと、この認知向

上・需要拡大の推進協議会の負担金が３６３５

万という、ある程度金も持っとらす。それと民

間にも顔が利くということでいうと、新築につ

いても、もう１回ぜひ、協議会でもんでですた

い、民間の人たちから声を上げて、次長の説明

は分かっとですよ。新築んときは、こやんてま

で、こういう状況があって、頑張ってみたけ

ど、なかなかやおいかんだったですたい。 

 だけん、使うことば目的に、張り替えにシフ

トしたと。その経緯はよく分かる。分かるが、

結果的に畳が使うということになれば、政府要

望のときに、ほらまた、行って、あそこ品川だ

ったか。何かあったですたいね。そこに働きか

ける。 

 それと今度は横浜市のＵＲ都市機構、あそこ

の公団住宅の分の張り替えに国産をぜひという

ところはもう進みよるでしょう。 

 だけん、そういうことで言うと、国、県、市

としっかり連携しながら、その中に今度は民間

の販路拡大、需要拡大としっかりグリップしな
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がら、知恵を借りて取り組んでいくというよう

なことでよかっじゃなかっですか。野﨑委員が

いいよっとも、頑張んなっせ、使いなっせ、や

んなっせと言わすとだけん。これはあかん、あ

れはあかんというてから言いよることじゃなく

て、そういうエールを、もう頑張ろうやて、使

こて消費拡大しようよっていう話だけん。そこ

は前向きに御一考いただきたいと思います。 

 以上です。その辺の考えについてどうです

か、部長。 

○農林水産部長（福田新士君） 貴重な御意見

等をいただきましたので、前向きにですね、検

討させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（増田一喜君） はい、よろしいです

か。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。じゃあ、

もう１点ですね。 

 農業と林業の話、説明もあったんですけど、

福田部長のほうからも、最初のですね、冒頭の

総括の話もあったですけども、いまいち何か漁

業の話がちょっとあんまりなかったかなという

のがありまして、ちょっと心配しているんです

よ。 

 １０８ページにですね、栽培漁業振興事業と

いうのがあって、もうこれずっと続けてきてい

ただいているというふうに認識してます。 

 以前からですね、水産業のほうもですね、漁

業のほうも、やはり非常にもう高齢化が進ん

で、やっぱこの担い手育成というのは非常に大

事ですよねっていう話をずっとさせていただい

てきているんですけれども、そういった話をす

る中で、まずは、漁業者の方の所得向上に取り

組まんと、担い手も増えてこんでしょうという

ようなことで、八代市としては、この栽培事業

のほうに力を入れているんですっていう話を、

前から聞いております。 

 それはあるんですけども、余裕を持ってです

ね、やっぱりもう非常に担い手のほうもです

ね、やっぱ真剣にやっていかんと、こういかん

かなあというふうに、アドバイザーの関係もし

ていただいて、非常にいいかなっては思うんで

すけど、なかなか増えていかないような状況が

あると思うんですよね、今。 

 だけん、どぎゃんかてこ入れせんばいかんっ

ていうふうに思うとですよ。これはもう業者の

方が少なくなってしまうと、観光にもリンクす

る話で、やつしろ舟出浮きのほうがもうなくな

ってしまうというのもあっとですよね。だもん

だけん、ここの漁業者の担い手育成って非常に

大事っていうふうに思うんですけど、何かあり

ませんかね。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） まず、漁業

の担い手の確保というのは最大の課題であるか

と思っています。それに対しては、やはり漁業

所得、そういったものが課題ということになる

かと思いますが、まず、今年ですね、７月にで

すね、市内の漁業者、漁業組合を通しましてで

すね、漁業者皆様に意向調査をちょっと実施し

たところでございます。現在、それを取りまと

めておるんですが、それぞれの漁業者が後継者

がまずいらっしゃるかどうか。それと、今、ど

のような漁業体系なさっているか。今後の展開

をどのようにお考えかということを、そして、

スマート漁業という形で、何か取り組みたいも

の、もしくは支援が必要なものはないかどうか

というようなですね、そういった意向調査、ア

ンケートを行っているんです。 

 それがですね、もうそろそろ取りまとまりま

すので、その実態をですね、踏まえましてです

ね、でき得る支援、それと協働で実施するべき

事業、特に担い手対策ですね、そういったもの

についてですね、漁業関係者の方々と組合の方

々と意見交換しながらですね、方向性を示して

まいりたいと考えているところでございますの
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で、今しばらくですね、ちょっと時間をお願い

いたしまして、それを所管事務調査のときでも

御報告させていただければと考えております。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろ対応いただい

ているっていうことで、非常に、かなり前向き

な取組いただいているなというふうなことで、

感謝しております。取りまとめのあとのやつ、

結果楽しみにしたいというふうに思うんです

が、今ほど言いました、栽培漁業の振興事業な

んですけど、もうずっと続けてきておられて、

八代市のほうで放流しますよ、稚魚放流します

よってなっと、何か下のほうで結構捕れるって

いう話ですね。何かこう八代で捕るとじゃなく

て、下のほうで捕られてしまって、八代の漁業

者さんのためになっとらんとじゃないかってい

う話もあるんですけれども、その漁獲高っちゅ

うかですよ、推移とかっていうのは、いかがな

もんですかね。 

 あと併せて、八代で放流したものが芦北で捕

るっとだったら、八代の上でまたまいてもらわ

ないかんちゅう話だけんが、実際はですね。そ

ういう一体となった取組ちゅうのは、ちゃんと

できとるのか、そこら辺のところ、いかがです

かね。 

○水産林務課長（小原聖児君） お答えいたし

ます。 

 放流事業の件でございますけども、今現在、

ヒラメ、アユとかをやっておりますけども、全

体的に見まして、効果が上がっているというの

は、ヒラメっていうことでございます。 

 今年度の漁獲高でいきますと、数量的には７

８７８キロということで、金額に直したところ

がですね、約１０００万ぐらいの金額となって

います。 

 ただし、これにつきましては、コロナの影響

とか、水害などもあるんでしょうけども、昨年

度と比べまして、単価のほうが下がっておりま

して、昨年度よりも数量的にはですね、５００

キロぐらい増えているんですけども、金額とし

ては、８３％ぐらいに落ちているという状況で

ございます。 

 アユにつきましては、もう単価がもうほぼ一

定ということで、これにつきましては、球磨川

漁業協同組合から聞いているところの話でござ

いますので、単価的には一定です。 

 やはり昨年度は、令和２年度は、漁獲量が４

０％ほど減になっておりまして、金額としまし

ては２０００万ちょっとぐらいになっておりま

す。漁獲高としましてはですね。 

 それから、先ほど言われました、下流、球磨

川じゃなくて、八代海の南のほうに南下すると

いうのは、エビ類の話でありまして、これにつ

きましては、八代海エビ類共同放流協議会を別

途設けておりまして、そこの中で負担金の割合

について、今ちょっと協議会の中でいろいろと

協議を進めているところでございます。まだ、

結果が出ておりませんけども、そういう努力は

進めておりますので、それで御理解いただけれ

ばと思います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員（成松由紀夫君） すいません。あと２

点、説明になかったんですが、９５ページの新

型コロナウイルス感染症対策事業の花いっぱい

応援の不用額の４６８万の中身と、あと１７３

ページの林道施設災害復旧事業の決算額と不用

額とこの繰越しの金額の、ちょっと私が理解力

がなかけん、この考え方ちゅうか、ちょっと教

えてもらっていいですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 花いっぱい

応援のほうの不用額でございますけれども、こ

ちら、当初、市内の事業所をピックアップいた

しまして、７１２件ということで、予算のほう

を組んだところでございますけれども、実際に

申請がございましたのが４０４件ということ

で、当初見積もっていた施設からの申請がちょ
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っと見込みよりも少なかったということで、不

用額として出て、不用額が４６８万円という形

になったところでございます。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 今、田島課長のとこ

ろの、この花いっぱい。確かに、これは花卉関

係者の消費拡大、需要拡大ということで申請の

分で余ったというような考え方では分かったん

だけども、実際、ほら、坂本町で、花いっぱい

運動ばしよんなるところがあっですよね。そこ

で、多分、坂本支所のフラワーアレンジメント

とそこは関係なかっかもしれんけども、そうい

ったところにもほら、こういう花いっぱい応援

の部分がありますよというようなアプローチば

ですね、してあげると、市長がよう言わす、坂

本町に寄り添うじゃないんだけど、花いっぱい

運動と言うてから、坂本にいっぱい花を持ち込

んでということで、医療関係者の人とか福祉施

設の関係者の方々がしよんなっですよね。 

 そういったところにも、ほら不用額がこやん

して出とるけんが、ちょっとアプローチしてか

ら、申請しならんですかというような、そうい

ったような取組ができればいいのかなというの

を思います。 

 あと、よかですか。小原課長、準備できまし

た。 

 じゃ、小原課長、よかです。レクしてくださ

い、１回。というのがですね、この林道のとこ

ろの数字も、しっかりちょっと勉強しておきた

いのもあるし、あと、繰越しして、複数年かけ

て確実に復旧していくというようなコメントも

書いてあるんだけども、やっぱちょっと遊説の

とき回って、やっぱり板持陣之内線辺りは、や

っぱかなり生活ができん状態になっとですもん

ね、道が。大分急いで復旧しよんなっとは分か

るんだけど、そういうことで考えると、何か

な、板持の坂本の何人かのあの辺の方々に聞い

たときに、予算が、市がなかっでしょうとか、

そぎゃんふうな、げなげな話で出とったか知ら

んけどですね、だけん、いやいや、市は確実に

復旧に向けては予算立てはしてあるし、それは

もうスピード感を持って取り組んでいるんです

という説明はしたっですよ。したんだけど、や

っぱり、市はお金ば持たっさんとげなとか、工

事が今いっぱい詰まっとるけんですねとかと、

こっちが説明しても、なかなかこう金目の話

で、市が金の予算ばつけんとか何とかというよ

うな話がちょっと横行して、坂本のほうで飛び

交っとるけん、そこは、ほら誤解がないよう

に、これだけ予算がついてます。不用額があっ

て、繰越しもするし、確実に復旧するんですよ

ということをね、もうちょっとしっかりこう説

明できる、周知していくっていうようなことが

大事と思うんで、１回ちょっとレクお願いしま

す。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 前後をしますけども、

先ほどの栽培漁業振興事業についてですが、１

０８ページのですね、本市の鏡町のほうで、ほ

ぼ真水に近い状態まで持っていって、そのチヌ

とかヒラメを、今、養殖しようという取組がさ

れているところがありますけれども、そういっ

た取組中の、今、この栽培漁業振興事業に該当

するのか、また、市はそういった取組に対して

何か支援とかをされているのか、ちょっと気に

なったものですから、よろしければお願いした

いんですが。 

○水産林務課長（小原聖児君） お答えいたし

ます。 

 先ほどより言われました、橋本隆一委員の質

問の……。 

○委員（橋本隆一君） 淡水でですね、いわゆ

る海のチヌとかタイを、ほぼ淡水に近づけてい

って、そこで平地でも養殖ができるっちゅう
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の、今、鏡のほうでされている方がおられるん

ですけれども、そういったのが、この栽培漁業

振興事業に当たるのか。また、そういった方へ

の支援というのがあるのかということをちょっ

とお聞きしたい。（｢橋本さん、それ、個別に

聞きなっせ」と呼ぶ者あり） 

○水産林務課長（小原聖児君） 市で行ってい

る栽培漁業はですね。あさり関係の分でやって

おりまして、チヌ云々につきましては、今ちょ

っとうちのほうから提案させていただいており

ますのは、あさりの育成の中でですね、チヌ以

外というのが、チヌが食べるというところで、

その対策として、いろんな試みをちょっと今実

施しているところでございます。 

 そのチヌの捕獲が、今、チヌの単価が安いと

いうところで、漁業者さんのほうがあまり手を

つけられてないと。そのことで、どうにか捕っ

てもらって、その食材としてですね、チヌのほ

うを、一般化というかですね、そういう鮨と

か、例えばそういう形に持っていって、捕獲の

ほうにも力を入れられんだろうかというところ

で、そういう取組で今進めているところじゃあ

ります。 

 委員が今、おっしゃられた分につきまして

は、市のほうとしては、関与しておりません。

（委員橋本隆一君「はい、分かりました」と呼

ぶ） 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい。すいません。ち

ょっと場違いな質問だったようですいません。

はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（百田 隆君） フードバレー流通推進

事業ですけれども、地元の人たちが結構（聴取

不能）促進で、台湾とか香港ってやられるの

も、それもいいんだけど、国内のですよ。特

に、この説明書では、都市部って書いてありま

すけれども、北海道とかそういうところに対象

にしてもらったほうが、私たちは助かるんです

よねという話をよく聞きました。その辺りは限

定していいますと、北海道という地域を限定し

ていった場合、今の状況ではどうなっとるのか

お聞きしたいです。 

○理事兼フードバレー推進課長（豊田正樹君） 

 委員さんのお尋ねは、都市部ということを軸

に、今は活動しているけども、それ以外の地域

については、どういった活動を今後展開してい

くのかというような御質問かと思います。 

 確かに、現在は大消費地でございます、東

京、大阪、福岡を軸に販路の開拓に努めている

ところでございますが、例えば北海道というの

が出ましたが、北海道での展開ということも当

然考えられるところでございますが、距離が遠

くなればなるほど、それにかかる輸送コストだ

とか、そういったものがやっぱり問題になって

まいりますので、機会があればですね、北海道

のバイヤーさんあたり、つながれば、そういっ

た商談もですね、今後はさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

 また、北海道以外もですね、どんな地域でも

商談の機会があれば、積極的に私どもは、販路

開拓に向けて、そのマッチングの作業を進めさ

せていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（百田 隆君） 今の答弁でですね、こ

ちらの人たちも大変力添えを感じたと思ってお

ります。ぜひ、その辺りに力を入れてやってい

ただければと思います。よろしくお願いしま

す。 

○委員長（増田一喜君） 意見ですね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（堀口 晃君） ８９ページのですね、
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下段の農業次世代人材投資事業といわれるもの

なんですが、今、先ほどから質問が出ている、

人が一番大切なんだということで、部長のほう

の総括の中においては、新規の担い手であった

りとか、新たな森林の担い手というようなお話

をされております。 

 この農業次世代人材投資の部分で７８００万

円もやって、人材育成とか人材投資とかってい

う分についてはですね、単年度、単年度ででき

るものじゃないような気がすっとですよね。 

 この事業について、今後の部分では、今回そ

の７８００万円を使っている部分と、補助金で

６２件というようなところなんですが、それは

ちょっと詳しくちょっと聞かせていただけない

でしょうか。今後の展望も含めて。 

○委員長（増田一喜君） どなたが答えられま

すか。 

○農林水産政策課長（澤村成浩君） よろしく

お願いいたします。 

 農業次世代人材投資事業といいますのは５年

間、４９歳までが新規就農者の方につきまし

て、この対象となられた場合には、単年度では

なくて、５年間の融資の期間が最長でございま

す。 

 その後も、あとそれにつきましては、中間評

価っていうのを、サポートチームを市とか県で

編成をしておりまして、年に１回巡回をして、

営農の状況を調査、指導などしております。 

 また、営農指導員２名につきましては、特に

１年目、２年目の新規就農者の方につきまして

は、頻度を増やして巡回訪問し、その後も定期

的に巡回訪問して、指導などを行っております

ので、単年度だけ、事業としましては、単年度

だけというわけではなくて、継続的な事業で展

開して指導等を行っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） この中に、今後の方向

の理由というふうな、改革の改善というような

部分の中において、元年度については、１７人

で、令和２年度については、３２人って、もう

ほぼ倍増ですよね。すごく頑張っていらっしゃ

るなというふうなところがあって、ここに書い

てあるんですけども、ちょっと詳しくその倍増

した理由についてですね、ちょっとお聞かせい

ただければと思います。 

 ５年間というのは分かりましたし、今後、こ

の次世代の人材育成というか、投資について

は、必要だなと思いますんでですね、ちょっと

その辺のところをお聞かせいただきたいと。頑

張ってらっしゃるなというようなとこで。 

○農林水産政策課長（澤村成浩君） 一応こち

らのほうにも、８９ページのほうの方向性のと

こに記載もしてございますが、増加した理由と

しましては、コロナ禍の影響から、Ｕターンに

よる新規就農者及び各団体との連携より、新規

学卒新規就農者が増加したためということで…

…。（｢周知活動ででしょう」と呼ぶ者あり） 

 あ、はい。すいません、周知活動からでござ

いました。失礼しました。 

 詳しい、すいません、理由につきましては、

ちょっと分かりませんけれども、数字的では、

Ｕターンの方が、令和元年度は３名だったのが

１３名に増えられまして、新規学卒者の方が４

名から９名、新規参入の方は、令和元年度も令

和２年度も１０名ということでの数字とはなっ

ております。 

 申し訳ございませんけれども、この詳しい内

容とかまでは、ちょっと御説明できるようなも

のがございません。申し訳ありません。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） それでは、

補足いたします。往々にしてですね、農業の新

規就農者が増加する背景としまして、景気の減

退、減速、それによりまして、Ｕターンの方が

増えるっていうことがございます。 

 過去においても、リーマンショックのとき
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に、５０人規模で、一気に新規就農が増えたこ

ともございました。やはり景気に大きく左右さ

れる。農業は自分で作った分がその分所得にな

るというところで、そこに、将来を感じて就農

される、新規に。ＵターンやＩターン、それ

と、転職などですね。 

 今回もコロナ禍におきまして、やはり先行き

の不安、そういったもの。それと、非正規の方

々の雇用の解除とか、そういったものも含まれ

ているのではないかなというところを感じてい

るところで、推測ではございますが、そういっ

たところでございます。 

 それと、先ほどのこの農業次世代人材投資事

業、これにつきましては、１５０万円、就農直

後からの５年間、１５０万円を上限に補助金を

交付するものでございます。これは何のためか

といいますと、就農直後はやはり経営が不安定

でございますので、経営リスク、作ってもあま

りいいものは作れないだろう。販売もうまくい

かないだろう。そこをちょっとサポートするた

めに、国のほうで措置された事業ではございま

す。 

 市としましては、これを５年間ですね、先ほ

ど申し上げました営農支援事業におきまして、

営農支援員が密着して、技術指導、経営指導を

月２回ほど、この対象者６２件の方々には、定

着、営農定着されるまでを５年間、じっくり見

据えて指導しましてから、Ａ評価を就農３年目

にですね、中間評価というものがございます。

それのＡ評価を取って、さらに、農業就農意欲

に弾みをつけていただきたいというところか

ら、密着した営農指導を行っているという対策

を取っております。 

 こういったものを通しまして、将来の八代の

担い手農家の育成というところで取り組んでお

るとこでございますし、今後もこれは積極的に

取り組んでいきたいと考えているところでござ

います。はい、よろしくお願いします。 

○委員（堀口 晃君） とてもいい取組だとい

うふうに思っているんですよ。今、これ国の支

援というか、県支出金なんですけども、これが

なくなっても、この事業自体は継続していくの

か。５年というふうなスパンはあるにしろ、こ

の行政においては、単年度、単年度で終わって

いきます。今年、なくなりましたから、もうあ

りませんなんていう話にはならないんですよ

ね。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 早速です

ね、農業次世代人材投資事業の制度が若干変わ

りまして、これまでは補助でしたが、これは融

資ということに変化されます。 

 そうなりますと、ますます、経営能力、資金

管理能力、そういったものが新規就農者に求め

られてきますので、そういったところでも、営

農指導員がより丁寧にですね、指導助言をして

いかなければならないかという、そういう場面

も増えてくると思いますので、現在２名で行っ

ておりますが、できるだけ体制を強化しながら

ですね、支援に当たっていきたいというところ

で考えております。 

 以上でございます。 

○委員（堀口 晃君） 融資となると、これも

お金を借りるというようなところで、必死にや

っていかないといけないという、また厳しくな

ってくるのかなというふうには思っているんで

すけども、ぜひこういういい活動についてはで

すね、いい取組については、長くしてほしい

し、これを農業だけではなくて、やっぱり林業

であったりとか、漁業であったりとかってい

う、そういうふうなところでも目を広げていっ

ていただければなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 意見ですね。 

○委員（堀口 晃君） はい、意見です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 
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○委員（北園武弘君） すいません、２点ほ

ど。今、説明がありました８６ページの営農支

援事業です。 

 年々、件数も、相談件数とかも増えているみ

たいなんですけども、農業者に対する方法とい

いますか、告知といいますか。どのような形で

されておられるのかというのが１点と、それ

と、１７２ページの農業施設災害復旧事業（豪

雨災害）なんですけども、昨年７月豪雨から、

もう１年数か月過ぎていますけども、その農地

の被災された農地、分かる範囲でいいんですけ

ども、全体の面積、それと今まで復旧された面

積等が分かりましたらば、教えていただければ

というふうに思います。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 営農支援事

業の告知、広報でございますが、これはＪＡプ

レスなど、農業者団体の広報紙につきまして、

市の事業、全般的にお知らせして折り込みチラ

シなどでも配布しております。そこでの広報を

行っているところでございます。 

 あとは、ほぼいろんな事業の相談にいらっし

ゃいますので、そのときに相談にいらっしゃっ

た方を、農業振興課にいらしても、農林水産政

策課に、御案内いただいて、具体的な相談を伺

うという、そういったことも連携して取り組ん

でいるところでございます。 

 営農支援事業については、以上でございま

す。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課、

村井でございます。お願いします。 

 ただいま御質問ございました農地の災害復旧

でございますけども、全体の災害被害として

は、大体５０００ヘクタールほど災害が起きて

たわけですけども、大概は自立復旧とかでなさ

っている方が多いと思います。 

 その中で、４０万円以上の被害が遭われた方

々に対しては、国の補助がかかります農業災害

復旧事業が行われております。その面積という

のが、申請が出されているのが、大体１３ヘク

タールほど出されております。（｢１３」と呼

ぶ者あり） 

 はい、１３ヘクタールですね。二見のほうが

４.５１ヘクタール、坂本のほうが８.５３ヘク

タールになっております。 

 それ以外の被害に遭われた方々に対しては、

市のほうで独自で機械の借上料とか、原材料と

かを支給して対応させていただいております。 

 この災害復旧事業の事業なんですけども、令

和２年度におきましては、査定とか委託料と

か、そういうのに終わっておりまして、工事状

況としては８件ほどしか発注しておりません

で、完了したのがそのうち１件でございます。 

 今現在、令和３年度の今現在の状況としまし

ては、坂本の復旧に関しましては、災害復旧課

のほうで行っておりまして、そちらのほうが大

体７割ほど、発注の手続は済んでおります。 

 ただし、若干ですね、入札ができなかったと

か、そういうのが起きとるようでございます。 

 私どもとしましては、坂本以外の地区、主に

二見になりますけど、そちらのほうを災害復旧

させていただいております。そちらのほうの大

体６割ほど、発注手続を終えております。 

 今のところ、私のほう、農地整備課のほうと

しては、不落というのは起きていない状況でご

ざいます。 

 今後はですね、県の河川復旧とか、そういう

のに関係している部分もございますもんですか

ら、それに合わして、こちらのほうも発注して

いきたいと考えております。 

 できますれば、今年度中には、可能な限り全

て発注したいと考えております。また、次の策

ですね、そちらのほうにできれば間に合ってい

ければと考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（北園武弘君） 災害関係で、ちょっと
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心配しとったのは、その不落の話だったもんだ

からですね、その辺のところでちょっと聞きた

かったなと思いまして。 

 以上です。ありがとうございました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろとお聞かせい

ただいて、非常に頑張っていただいているなと

いうふうに思います。農業については、もうあ

る程度ですね、安定してきているから、いろん

な部分も含めてですよ。総体的に見て、そうな

のかなというふうに収入とかですね、売上げと

か、そういう出来高とかっていうのも含めて、

また、担い手も含めて、国の手厚い補助もあっ

て、引き続きそれはですね、続けていっていた

だきたいなというふうに思ってます。 

 あとは林業と漁業のほうはですね、やっぱ少

し足りないんじゃないかなっていうような思い

がですね、あるんですよね。 

 先ほども言いましたけれども、やっぱり担い

手づくりというのは非常に大事だし、林業につ

いては、もう木はいっぱい見る限りありますん

で、どうにかそれば収入につながるようなです

ね、取組っていうのを、やっぱ行政としてやっ

ぱ手伝いっていうのが必要じゃないかなという

ふうに考えてます。 

 あと漁業については、やっぱ、ものもやっぱ

ちょっともう足りないというのも、多分捕るも

のが足りないというのも多分あるんだろうと思

いますし、先ほどから言っている捕りに行く道

具っていうのもありますし、あとはもう先ほど

から言っている担い手の関係もありますんで、

そこら辺のところに、今回いろいろとアンケー

トとかも取っていただいたっていうのがありま

すんで、それを基に本当に、直にそこに届くよ

うなですね、事業ができていけばなというふう

に期待しておりますんで、そこら辺のとこ、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。 

 あと、ちょっと要望というか、要望も入るん

ですけど、この調書でですね、記載の関係なん

ですけれども、例えば、この畳表の認知向上と

かのところで、結果的に負担金だけ出している

んですよって話しか載ってないじゃないです

か。書き方的に。だから、この２４００万とか

っていう話、こう出しているんですけども、内

訳がちょっと分からんと、じゃあ、それが本当

にその金額で足りたのかどうかとか、ね。それ

が分かんないわけなんですよね。そういうとこ

ろは、やっぱ書いたほうがいいんじゃないかな

っていうのがあります。 

 あと、これ決算なんですけど、決算の意見と

か、質疑とか含めて次の来年度予算の反映がな

されるんだろうというふうに思うんですけど、

例えばここら辺のところに幾ら使って、こうい

う成果が出てますよっていうような話のところ

をですね、次の予算のときの説明のとき入れて

いただければ非常にありがたいなと。それで、

こういう成果が出ている。もう少し足らんけ

ん、こういうふうに厚くここに入れたんですと

かって、予算配分したんですっていうふうなと

ころに反映されるようなですね、その資料とか

っていうのは、次に期待したいというふうに思

いますんで、そこら辺のとこ、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○農地整備課長（村井幸治君） すいません、

訂正、よろしいでしょうか。 

 すいません。先ほど被災のベースが５０００

ヘクタールと言い間違えました。４５ヘクター

ルでございます。（笑声、発言する者あり） 

○委員長（増田一喜君） いいですね。ほか

に。 
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○委員（成松由紀夫君） 先ほどもあったんで

すが、今度改選後、もう取りまとめて終わった

んですかね。政府要望があるんですけども、先

ほど話が出たように、木材促進のよう行くとこ

ろもありますけど、あと、ＵＲ都市機構の公団

住宅への促進とか、そういったのも、少し幅広

く関係団体の要望活動につながるようなとこ

ろ、田島さん。そこ詳しかけんでから、間に合

えば、今度の政府要望に織り込む。間に合わん

ようだったらですよ。また、機会を捉えてです

ね、回れるように、ぜひそこの取りまとめをま

た、部長、お願いしときます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（北園武弘君） 先ほどの営農支援事業

もなんですけど、全般的に相談件数も増えてき

とるということで、農業者等に寄り添う形の体

制をつくるんであれば、現行どおりじゃなく

て、増員といいますかですね、のほうも、今後

は考えていただければなというふうに考えてま

すし、それが、結局災害で、農地をなくされた

りとか、じゃあ、少なくなったところで、また

営農関係、どうやっていかないかんのかってい

う、現状復旧もそうなんですけども、それも大

切なんですけども、それに沿った経営指導とい

いますか。というのも、プラスアルファで必要

になってくるんじゃないかなというふうに思っ

てますんで、その辺はもう少し拡充の方向で考

えていただければなというふうに、以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で第５款・農林

水産業費及び第１０款・災害復旧費中、農林水

産部関係分についてを終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３８分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、第６款・商工費、第９款・教育費及び

第１０款・災害復旧費中、経済文化交流部関係

分について、経済文化交流部から説明願いま

す。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部でございます。 

 本日は決算審査よろしくお願いいたします。 

 経済文化交流部所管の決算審査をお願いする

に当たりまして、まず、私から、令和２年度の

総括をさせていただきます。着座にて説明をさ

せていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） まず、

第６款・商工費のうち、企業誘致及び工業振興

事業について御説明いたします。 

 昨年は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、企業の投資意欲がそがれたこともござい

まして、立地協定の締結や企業振興促進条例に

基づく支援制度の申請を行った企業が、新設２

件、増設３件でございました。 

 新設２件は、現在、企業誘致のターゲットと

して注力しております、情報通信関連の事業所

でございます。なお、昨年度から取組を始めま

したプログラミング人材の育成では、７７人の

修了生を輩出することができました。地域で優

秀な人材を育む仕組みがあることをアピール

し、求職者の希望が多い情報通信関連等の企業

誘致につなげていきたいと考えております。 

 また、総務省からの委託を受け、関係人口創

出・拡大事業のモデル事業にも取り組みまし

た。 

 トヨタ自動車九州株式会社様や日本マイクロ

ソフト株式会社様の御協力を得て、人材育成や

トークイベントを開催し、本市の認知度向上と
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関係人口拡大の礎ができたものと考えておりま

す。 

 次に、商業振興に関する事業について御説明

いたします。 

 中心商店街に関しましては、誘客のために、

商店街が実施されるソフト事業等に対し、１０

件の補助を行いました。 

 さらに、新型コロナの収束を見据え、まちな

か活性化協議会等が実施される景気回復イベン

ト等に対し５件の申請があり、新しいにぎわい

づくりにつながりました。 

 空き店舗対策では、新規出店が５件あり、改

装費補助などを行いました。 

 また、新型コロナ関連事業としまして、予防

対策を実施する事業者に対し、支援を行う新型

コロナウイルス感染症対策事業や、年末年始の

売上げが大きく減少するなどの影響を受けた飲

食店や関連事業者等に対し支援を行う、八代市

飲食店等緊急特別支援事業などを実施しまし

た。 

 今後も関係団体等と情報を共有し、連携を図

りながら、経済活性化につながる事業につい

て、時期を逸せず的確に取り組んでまいりま

す。 

 続きまして、港湾振興に関する事業について

御説明いたします。 

 令和２年の国際コンテナ貨物の取扱い数量

は、速報値で令和元年の約４.５％減の２万１

６５８ＴＥＵとなっております。 

 これは、新型コロナの影響による世界的な物

流網の混乱の影響を受けたものと思われます。

今後も国、県及び民間港湾関係者等との連携を

密にし、港湾振興に努めてまいります。 

 続きまして、観光振興に関する事業について

御説明いたします。 

 令和２年度当初から、国内外における新型コ

ロナ感染拡大により、観光関連業界においても

大きな影響を受け、市の観光行政も事業の見直

しを余儀なくされております。 

 まず、クルーズ関連でございますが、国と県

により整備が進められておりました、くまモン

ポート八代が昨年３月に完成いたしました。昨

年度以降クルーズ船の寄港はない状況でござい

ますが、令和２年１１月設立のくまモンポート

・八代クルーズ活性化協議会において、クルー

ズ船受入れ環境の充実やくまモンポート八代を

活用した港のにぎわい創出に向け取り組んでい

るほか、まずは日本船籍の寄港を目指してのＰ

Ｒ活動を行っております。 

 また、全国的に人の動きが抑制される中、宿

泊業や飲食業などへの影響が深刻となっており

ましたことから、国や県に先駆け、令和２年６

月から、県民限定で観光復興キャンペーンを実

施し、宿泊費の補助や周遊クーポンなどによ

り、観光需要の喚起に取り組みました。 

 今後は、アフターコロナに対応できる観光コ

ンテンツや商品の開発など、事業をより深めて

いく必要があると考えております。 

 令和２年７月豪雨では、道の駅坂本、さかも

と館も天井部分まで水没する被害を受けました

が、本年７月にさかもと復興商店街とともにグ

ランドオープンを行うことができました。 

 当該被災地域等におきましては、国や県によ

る築堤やかさ上げ工事等が想定されることか

ら、現状は仮復旧であり、国や県の正式な工事

計画が示された後に、本復旧の計画作成に取り

組んでいくこととしております。 

 次に、イベント関連といたしましては、昨年

度は新型コロナの影響により、各種イベントを

中止しましたが、悪疫退散及び災害復興祈願、

八代サプライズ花火と題し、豪雨で大きな被害

を受けた坂本地区を含む市内３か所で花火を打

ち上げました。 

 続きまして、第９款・教育費のうち、文化振

興及びスポーツ振興について御説明いたしま

す。 



 

－24－

 まず、文化振興に関する事業ですが、昨年６

月、八代を創造（たがや）した石工たちの軌跡

のストーリーが日本遺産に認定されました。 

 今後は、本年３月に策定した石工の郷八代ブ

ランディング戦略に基づき、本市の歴史や文化

を活用した観光誘客や地域経済の活性化につな

がる取組を進めてまいります。 

 また、八代市民俗伝統芸能伝承館、お祭りで

んでん館は、令和元年１２月に着工し、本年７

月３１日に開館いたしました。 

 民俗文化財の保存継承とともに、観光誘客や

郷土学習、地域振興に寄与する施設としての役

割を果たしてまいります。 

 次に、スポーツ振興に関する事業について御

説明いたします。 

 昨年度は、新型コロナウイルス感染症によ

り、市主催の全国小学生ＡＢＣバドミントン大

会、市民体育祭、校区対抗駅伝競走や各競技団

体が主催する大会など、多くのスポーツイベン

トにおいて中止や延期の措置が取られるなど、

スポーツ活動においても大きな影響がございま

した。 

 次に、体育施設についてでございますが、本

市の２５の体育施設は、全体的に老朽化が進ん

でおりますことから、毎年、緊急性や安全の確

保を優先し、計画的な施設の改修等を行ってお

ります。 

 八代市テニスコートでは、平成１３年供用開

始当時の人工芝コートの老朽化が進んだことか

ら、平成２９年度からコートの張り替え工事に

着手しており、昨年度に２面の改修工事を終え

残る３面を改修することで、全１４面の張り替

えが完了することとなります。 

 また、市民プールでは、２５メートルプール

のろ過機の改修工事を行いました。 

 今後も市民の皆様が安心・安全に御利用いた

だけるよう、体育施設の管理運営に努めてまい

ります。 

 最後になりますが、御承知のとおり令和２年

度は、コロナ禍や豪雨災害など厳しい状況がご

ざいました。 

 今年度も引き続き、関係者の皆様とさらに連

携を深め、各種施策を実施し、第２期八代市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げます、住

みたいまち、働きたいまちの実現に取り組んで

まいります。 

 以上で総括とさせていただき、詳細につきま

しては、次長の小野が説明いたします。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）経済文化交流部、小野でございます。 

 それでは、令和２年度八代市一般会計歳入歳

出決算書における経済文化交流部所管につきま

して、御説明させていただきます。なお説明に

つきまして、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） それで

は、令和２年度における主要な施策の成果に関

する調書（その１）の１１ページのほうを御覧

ください。 

 歳出決算の状況のうち、当部所管分について

でございますが、（イ）目的別の表、項目６・

商工費では、予算現額、現年度３４億４４８９

万２０００円に対して、支出済額は２５億６２

７７万３０００円、翌年度繰越が６０４１万４

０００円でございましたので、執行率が７５.

７％、歳出総額に占める構成比は３.１％、前

年度と比較して５億２６５８万８０００円の

増、率として２５.９％の増となっておりま

す。 

 主な理由としましては、新型コロナウイルス

感染症の経済対策として実施しました、金融円

滑化特別資金利子補給事業１億８４４１万９０

００円、同じく八代市中小企業等事業継続対策

特別支援事業１億３５４０万円、新型コロナウ
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イルス感染症の予防対策として実施いたしまし

た新型コロナウイルス感染症対策事業（予防対

策支援等）１億７５１６万８０００円の増など

によるものでございます。 

 次に、項目９・教育費のうち、当部所管分と

しましては、予算現額は１５億１８５１万円、

支出済額は１０億１５４２万２０００円、翌年

度繰越が４億２４２６万７０００円でございま

したので、執行率が６６.８％、歳出総額に占

める構成比は１.２％、前年度と比較して３億

５８万３０００円の減、率として３％の減とな

っています。 

 主な理由としましては、一昨年度より整備を

進めております民俗伝統芸能伝承館（仮称）整

備事業の４億２４６２万６０００円の次年度繰

越などによるものです。 

 それでは、まず、商工費から説明いたしま

す。 

 調書の１１０ページをお願いします。 

 １１０ページ下段の八代港ポートセールス事

業でございますが、八代港利用促進のため、県

や港湾関係事業者等と連携し、荷主、船会社、

代理店等へのポートセールス活動を推進すると

ともに、ポートセミナーの開催やコンテナ利用

促進を図るための施策に取り組んでいるところ

です。 

 令和３年１月には新規国際定期航路として台

湾航路が開設いたしました。 

 決算額は１億５３３２万６０００円で、内訳

としましては、協議会等への負担金２８４万５

０００円、コンテナ利用助成金１億４２７０万

円、八代市リーファーコンテナ利用拡大事業利

用助成金７１１万８０００円が主なものでござ

います。 

 事業実績として、コンテナ及びリーファー利

用助成金の件数は、２つ合わせまして、新規分

が３８社、継続分が１６０社で、合計１９８社

となっており、国際コンテナ貨物の取扱い量

は、令和元年の２万２６７８ＴＥＵに対し、令

和２年は４.５％減の２万１６５８ＴＥＵとな

りました。 

 コロナ禍による世界的な物流網の混乱なども

影響し、前年比微減となったところでございま

す。 

 今後の方向性としまして、市による実施（現

行どおり）とし、貨物の増加及び新規航路の誘

致など、八代港のさらなる利用促進に向けて、

県や港湾事業者と一体となり取り組んでまいり

たいと考えております。 

 次に、１１２ページ下段の商店街活性化事業

でございますが、本市の商店街が実施するソフ

ト事業、空き店舗を活用した事業、新規出店を

誘致する事業等を支援することによって、商店

街の魅力を高め、集客力の向上、売上げの増加

を図るとともに、商店街などが実施するイベン

ト等の各種事業に対して補助を行うものでござ

います。 

 決算額は３１０９万６０００円で、主なもの

としまして、八代市商店街活性化事業補助金１

０８３万８０００円、八代市創業支援補助金１

３５万８０００円のほか、補助対象経費が５分

の４で支援した、まちなかプレミアム商品券９

８９万２０００円、得とく商品券５７０万２０

００円や、竹あかりイベント１１５万６０００

円等であり、特定財源として、国庫支出金新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

１８１７万４０００円、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金１３５万８０００円、がらっ

ぱ広場自動販売機手数料３０００円を充ててお

ります。 

 不用額の５５２万８０００円の主な要因は、

新型コロナウイルスの影響でイベントが中止、

縮小になったことにより、補助金の残額５２７

万２０００円でございます。 

 今後の方向性としまして、市による実施（現

行どおり）としており、市役所新庁舎や八代市
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民俗伝統芸能伝承館などの来館者を巻き込んだ

イベントの開催などができるよう支援し、商店

街の活性化に向けて取り組んでまいりたいと考

えております。 

 次に、１１４ページ上段の企業誘致対策事業

でございますが、本市の経済浮揚に向けた施策

の中で重要な位置を占める企業誘致の推進に向

けて、企業訪問やＰＲパンフレット作成等によ

る企業誘致情報の発信を行うものでございま

す。 

 決算額は１５８７万６０００円で、主なもの

として、総務省からの委託事業である関係人口

モデル事業に係るセミナー等の開催、パンフレ

ット作成、インターネットによる情報発信等の

事業費として３４７万７０００円、ＩＣＴビジ

ネス人材育成事業に１１５５万円等であり、特

定財源として、国庫支出金、関係人口モデル事

業委託金３４７万７０００円、県支出金、地域

づくり夢チャレンジ推進補助金８６６万２００

０円を充てております。 

 令和２年度は、オンラインでの打合せも含

め、延べ２９１回企業との面談を行い、企業の

立地や設備の増設に伴う投資の決定が５件あり

ました。そのうち、近年重要視している情報通

信関連の事業所は２件でございました。 

 今後の方向性として、市による実施（現行ど

おり）としております。 

 新たな企業の立地や設備投資は市民の雇用や

所得、市にとっても税収の増加が見込まれ、本

市経済にとっても波及効果が期待できることか

ら、今後も本市の特性を生かすとともに、市民

の雇用につながる企業を誘致していけるよう、

積極的に取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 次に、１１７ページ下段の新型コロナウイル

ス感染症対策事業（予防対策支援等）でござい

ますが、本事業は、新型コロナウイルス感染症

の拡大に伴い、各種予防対策を実施する事業者

に対し、支援などを行うことで、感染拡大を防

ぐことを目的に実施したものであります。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業（予防対

策支援）は、小売業や飲食店などを営む施設に

対し、感染対策した費用の８割相当額、上限５

万円を補助するものでございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業（予防対

策支援・拡充）は、予防対策支援補助金の対象

事業所などを拡充し、感染対策した費用の４分

の３相当額、上限１０万円を補助するものでご

ざいます。 

 新型コロナウイルス感染症対策事業（アドバ

イザー育成・派遣事業）は、感染防止アドバイ

ザーの育成・派遣や啓発用のステッカー等の作

成業務を安心なまちやつしろプロジェクトの事

務局でもある八代商工会議所に委託し、感染拡

大防止を行うものでございます。 

 決算額は１億７５１６万８０００円で、内訳

といたしまして、予防対策支援が支給件数８７

１件、３９４３万４０００円、予防対策支援・

拡充が支給件数１４８２件、１億１８１３万４

０００円、アドバイザー育成・派遣事業が１７

６０万円でございます。 

 なお、財源につきましては、全額国県支出金

を充てております。 

 不用額の２億２４３万２０００円の要因は、

新型コロナウイルス感染予防対策を実施する事

業者からの申請が予想より少なかったこと、本

補助事業の周知が徹底できなかった等による補

助金の残金でございます。 

 今後の方向性としては、市による実施（現行

どおり）とし、引き続き新型コロナウイルス感

染症対策を実施してもらうため、令和３年度も

新型コロナウイルス感染症予防対策支援補助金

（継続）を実施しております。 

 今後も新型コロナウイルス感染防止対策を実

施する事業者が見込まれるため、国や県の補助

金などを活用して実施してまいります。 
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 次に、１１９ページ上段の八代市飲食店等緊

急特別支援事業でございますが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により、年末年始の売上げ

が大きく減少するなど、未曾有の影響を受けた

飲食店等及び飲食店等関連事業者に対し、事業

の継続、安定を図るために支援を行いました。 

 具体的には、対象事業者の売上げが前年同月

比で３０％以上減少した事業主に対し、一律３

０万円の支援金を支給したものでございます。 

 決算額は、飲食店等に５４６件、１億６３８

０万円、関連事業者に１０５件、３１５０万

円、合計１億９５３０万円。 

 特定財源といたしまして、国庫支出金の新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

１億９５００万円を充てております。 

 不用額の８９７０万円は、八代市飲食店等緊

急特別支援金（関連事業者）での支援金支給の

要件の１つである、前年同月比で３０％以上の

売上げ減少となっていた事業者が想定より少な

かったにより、残額７３５０万円が主なもので

ございます。 

 今後の方向性として、完了（終了）としてお

り、令和２年度で終了となりますが、今後も新

型コロナウイルス感染症により、すいません、

――感染症によります経済対策につきまして

は、これまで実施した事業の効果などを検証す

るとともに、感染状況やワクチン接種状況等を

踏まえ、経済団体等と連携を図りながら、本市

の経済活性化につながる必要な事業について、

時機を逸せず、的確に取り組んでまいります。 

 次に、１２３ページ下段の全国花火競技大会

事業でございますが、全国花火大会の町として

の知名度アップと経済波及効果を狙い、観覧者

の快適性及び安全性等を充実させ、魅力ある大

会とするために、花火出品経費、会場現場整地

費、会場警備費等への負担金として支出するも

のでございます。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大

の影響により、全国花火競技大会は中止いたし

ましたが、代替大会として八代サプライズ花火

を実施しました。 

 内容といたしましては、令和２年１２月１９

日土曜日、１８時から１８時３０分の間、坂本

町坂本の球磨川堤防、港町のニュー加賀島、渡

町の球磨川河川緑地の３か所でリレー方式にて

実施いたしました。 

 そのほか、坂本校区に住民票がある高校生以

下を対象に、玩具花火の配布などを実施してお

ります。 

 決算額は１２１９万１０００円で、全額やつ

しろ全国花火競技大会実行委員会への負担金で

ございます。 

 その他特定財源といたしまして、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金が１０００万円、

熊本県市町村振興協会市町村交付金２１９万１

０００円でございます。 

 今後の方向性としては、市による実施（現行

どおり）としており、観覧者の快適性を図り、

安全性を確保するのはもちろん、民間団体への

業務委託や市民ボランティアの活用などを検討

するなど、これまで以上に魅力ある大会にする

ため、関係機関と連携を図りながら実施してま

いります。 

 次に、１２５ページ下段の海外クルーズ船急

増に伴う観光資源強化事業でございますが、こ

の事業は、内閣府から交付決定を受けました地

方創生交付金事業であり、海外クルーズ船等で

訪れる国内外からの観光客をターゲットに、八

代固有の歴史・文化を生かした観光地づくりを

進め、交流人口の拡大と、経済効果の発現を目

指すものでございます。 

 決算額は５０９４万６０００円で、特定財源

として、地方創生推進交付金１２９７万２００

０円を充てております。 

 令和２年度の主な取組として、まず、ＤＭＯ

やつしろ機能強化事業は、稼げる観光地づくり
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の実現に向けて、ＤＭＯの機能を強化するとと

もに、新型コロナウイルス感染拡大以降の顧客

の特定やニーズの把握のために、アンケート調

査、分析を行いました。 

 大型クルーズ船等インバウンド事業は、アフ

ターコロナを見越した広報周知等の販促宣材の

強化や、プレミアムツアーとして五家荘タクシ

ーツアーを実施いたしました。さらには、広報

ＰＲプロモーション動画等を作成しておりま

す。 

 八代市・氷川町・芦北町ブランド事業は、３

市町が連携し、広域的に観光客の誘客を図るも

のであり、リモートツアーの展開や３市町を巡

るランチのスタンプラリー、アロマオイル等の

新製品の開発等を行っております。 

 不用額８００万６０００円につきましては、

新型コロナウイルス感染症の影響により、予定

していたクルーズ船の船社や旅行代理店へのセ

ールスができなかったことによる旅費、また、

事業の見直しによる補助事業額の変更などでご

ざいます。 

 今後の方向性として、完了（終了）としてお

り、地方創生の事業年度は令和２年度で終了と

なりますが、当事業において造成してきた観光

コンテンツの見直しや、ニーズに合わせた商品

開発、特産品の販路拡大、サポートなどを行う

とともに、コロナ禍の中、新しい観光スタイル

への対応を図りながら、受入れ環境の整備や各

種プロモーション活動等を行ってまいりたいと

考えております。 

 次に、１２６ページ上段、ヘルスツーリズム

事業（地方創生）についてでございますが、こ

の事業は、日奈久温泉を核として、健康をテー

マに本市固有の食やアクティビティなどの素材

を生かし、着地型旅行商品を開発し、交流人口

の拡大と観光産業の活性化を図るものです。 

 決算額は３０００万円となっており、八代市

健康交流のまちづくりを目指したヘルスツーリ

ズム構築事業を実施いたしました。 

 特定財源として、地方創生推進交付金１４４

０万円、その他特定財源といたしまして、まち

づくり交流基金繰入金１５６０万円でございま

す。 

 本事業は、ＤＭＯやつしろへ業務委託にて実

施しており、昨年度は、ウィズコロナを踏まえ

た旅行商品の検討とプログラムの絞り込み、受

付体制の整備、モニターツアー、健康食の調

査、開発、また、ヘルスツーリズムのサービス

を提供する有識者の育成と関係団体との連絡調

整、豊富な地域資源を活用する人材育成に取り

組んだところです。 

 今後の方向性として、市による実施（現行ど

おり）としており、策定したヘルスツーリズム

構想に基づき、開発する旅行商品が本市観光の

柱となるよう取組を推進し、交流人口の拡大と

観光産業の活性化を図ってまいります。 

 次に、１２７ページ下段、新型コロナウイル

ス感染症対策事業（観光復興キャンペーン）に

ついてでございますが、この事業は、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の収束後、観光復興キャ

ンペーンを実施することで、市内における人の

流れとまちのにぎわいを創出し、地域を活性化

するための需要喚起を行うために実施したもの

でございます。 

 決算額は、令和２年６月２６日から７月３１

日の期間の宿泊補助といたしまして、１８２８

泊分１９１０万３０００円、自主事業補助金２

２４万８０００円、合計２１３５万１０００

円、特定財源として、国庫支出金、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１２４

４万１０００円、その他特定財源としまして、

まちづくり交流基金繰入金８９１万円でござい

ます。 

 不用額の４０９４万９０００円は、新型コロ

ナウイルス感染症の影響及び７月４日発生の７

月豪雨により、キャンペーン利用者数が伸び
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ず、当初予定しておりました宿泊予定者数に達

しなかったことによるものです。 

 今後の方向性としては、完了（終了）として

おりますが、これは、令和２年度で事業が終了

となったため、今後も、宿泊補助に加え、観光

施設、物産館、温泉施設、飲食店等を盛り上げ

るための大規模キャンペーンの実施、かつ、旅

行者に本市を選択してもらう仕掛けづくりに取

り組んでまいります。 

 ここまで商工費でございますが、これまで説

明した事業以外で不用額の大きかったものにつ

いて御説明いたします。 

 少し戻りますが、１０９ページをお願いいた

します。 

 下段のハーモニーホール管理運営事業でござ

いますが、予算現額１億３０９５万４０００円

に対して、決算額は９２１９万７０００円で、

３８７５万７０００円の不用額となっておりま

す。これは工事施工に伴う入札残でございま

す。 

 続きまして、１１５ページをお願いします。 

 下段の未来創造塾運営事業でございますが、

予算現額２３７万６０００円に対して、決算額

は３１万８０００円で、２０５万８０００円の

不用額となっております。 

 これは、総務省からの委託事業である関係人

口モデル事業で、講師の報償費や費用弁償等が

賄えることになったため、本来の事業費を不用

額とすることができたものでございます。 

 続きまして、１１７ページをお願いします。 

 上段の八代市中小企業等事業継続対策特別支

援事業でございますが、予算現額３億１３８５

万５０００円に対して、決算額は１億３５４０

万円で、１億７８４５万５０００円の不用額と

なっております。 

 これは支援金の支給要件であります、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、売上高が前

年同月に比べ５０％以上減少した法人及び個人

事業主が想定より少なかったためでございま

す。 

 続きまして、１２６ページをお願いします。 

 下段の荒瀬ダム撤去対策事業でございます

が、予算現額５８２３万３０００円に対して、

決算額は１５１０万９０００円で、１９１０万

１０００円の不用額となっております。 

 これは工事施工に伴う入札残と、７月豪雨災

害により一部工事が施工できなかったためであ

ります。 

 続きまして、１２７ページをお願いします。 

 上段のかわまちづくり推進事業でございます

が、予算現額１億５０４万３０００円に対し

て、決算額は２４３４万１０００円で、４４３

１万円の不用額となっております。 

 これは令和２年７月豪雨の影響により、駐車

場や通路の舗装工事が実施できなかったことな

どによるものです。 

 続きまして、予算流用について説明をいたし

ます。 

 一般会計の歳入歳出決算書のほうを見ていた

だいてよろしいでしょうか。 

 １６１ページ上段のほうをお願いいたしま

す。 

 目の１・商工振興費の備考欄を御覧くださ

い。 

 目２・商工振興費の備考欄、８節・旅費から

１２節・委託料への流用１９万円及び１つ飛ば

しまして、２０節・貸付金から１２節・委託料

への流用３８６万４０００円、合計４０５万４

０００円は、ツナガルインターンシップ推進事

業で連携する芦北町と本市とで、それぞれに整

備しているコワーキングスペースの利用促進を

図るためのサイト作成に係る委託料でございま

す。 

 地方創生推進交付金事業の一環として追加事

業の提案を行っていたものの、交付決定後の予

算措置では、事業実施期間が短く、流用で対応
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したものでございます。 

 次に、８節・旅費から１７節・備品購入費へ

の流用１７万２０００円は、これまで行ってき

た企業訪問から、新型コロナウイルス感染症の

影響により、オンラインでの協議等が多くなっ

たため、オンライン会議を実施するカメラやス

ピーカー等を購入したものでございます。 

 次に、１６３ページをお願いいたします。 

 目３・観光費の備考欄、１２節・委託料から

１１節・役務費への流用２万２０００円は、イ

ベント推進課のくまなんステーションから千丁

支所への移転に伴い、エアコンの取外し費用に

流用したものでございます。 

 次に、１４節・工事請負費から１７節・備品

購入費への流用６９万３０００円は、東陽交流

センターせせらぎの冷蔵庫ショーケースが故障

し、営業継続のため、早急に購入する必要があ

り、流用したものでございます。 

 次に、１４節・工事請負費から２１節・補

償、補塡及び賠償金への流用２２８０万４００

０円は、かわまちづくり推進事業におきまし

て、７月豪雨により被災し、工事を継続するこ

とが困難となったことから、契約を解除したこ

とに伴う工事出来高部分に対する金額を補償費

として支出したためでございます。 

 次は、教育費のうち、当部所管分について御

説明いたします。 

 資料は主要施策に関する調書に戻りまして、

１６５ページのほうをお願いします。 

 １６５ページ下段の伝統文化財復元修復事業

は、八代妙見祭の神幸行事及び妙見宮祭礼神幸

行列関係資料が将来にわたり、適切に保存継承

されるよう、毎年計画的に復元修復を行ってい

るものです。 

 具体的には、八代妙見祭の神幸行事の笠鉾の

部材について、平成４年度から１１年度にかけ

て大規模修復を行ったところでありますが、そ

の後２０年以上が経過し、笠鉾の水引幕につい

ては、経年劣化に伴う損傷が激しいことから、

保存団体の八代妙見祭保存振興会において、専

門家の意見や当時の資料を基に、復元新調を行

っているところです。 

 令和２年度は笠鉾松と迦陵頻伽の水引幕の新

調整備に伴う補助を行っており、決算額は４７

２万８０００円、特定財源として、全額、ふる

さと八代元気づくり応援基金繰入金を充ててお

ります。 

 今後の方向性としては、市による実施（現行

どおり）とし、今後も保存団体と連携しながら

計画的な修復事業を進めるとともに、後継者の

育成、修理費の確保など、文化財の将来にわた

る着実な保存継承を図ってまいります。 

 次に、１６６ページ下段の民俗伝統芸能伝承

館（仮称）整備事業は、ユネスコ無形文化遺産

に登録されました八代妙見祭をはじめ、市内各

所の無形民俗文化財の保存継承や後継者育成と

ともに、公開による情報発信を行い、各地域の

伝統文化財を生かして、本市の活性化が図られ

るよう、拠点となる施設の整備を進めるもので

ございます。 

 決算額は４億８２７９万円、特定財源とし

て、逓次繰越分と合わせまして、地方債４億５

８５０万円、その他特定財源といたしまして、

市有施設整備基金繰入金１３２７万８０００円

を充てております。すいません。訂正します。

１２３７万８０００円を充てております。 

 なお、令和３年度への繰越額が４億２４６２

万７０００円となっております。 

 令和２年度は逓次繰越分を合わせまして、伝

承館新築工事請負費４億６４９３万２０００

円、工事監理業務委託１７８３万５０００円が

主なものでございます。 

 今後の方向性としては、市による実施（現行

どおり）といたしておりますが、工事について

は、新型コロナウイルス感染症の影響もなく順

調に進み、令和３年６月２２日竣工、７月３０
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日に落成式を行い、７月３１日より一般オープ

ンいたしております。 

 今後は、無形民俗文化財の保存継承を着実に

行うとともに、城下町観光の拠点としての役割

を果たしてまいります。 

 次に、１６９ページ上段の大規模スポーツ大

会等誘致事業ですが、スポーツの大会、合宿を

招致することで、スポーツの振興のみならず、

本市のにぎわいの創出や交流人口の拡大、さら

には地域活性化を図ることといたしておりま

す。 

 決算額は１８９万円で、特定財源として、国

の地方スポーツ振興費補助金１３２万５０００

円を充てております。内訳といたしましては、

官民が連携してスポーツの大会・合宿を誘致す

る八代市スポーツコミッション設立準備委員会

負担金１３３万９０００円、八代市大会等運営

補助金２４万５０００円が主なものでございま

す。 

 不用額２４９万６０００円となっております

が、主な要因といたしまして、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により、多くのスポーツ大

会、合宿は中止となったことにより、大会運営

補助金、合宿応援補助金の交付額が減少したこ

とによるものです。 

 今後の方向性は、市による実施（規模拡充）

としており、令和３年度設立しました八代市ス

ポーツコミッションを中心に、官民一体とな

り、スポーツ大会や合宿の積極的な誘致、招致

を通じて、スポーツの振興に限らず、にぎわい

の創出や交流人口の拡大、地域活性化を図って

まいります。 

 次に、１７１ページ上段の八代市スポーツ振

興基金事業でございますが、スポーツ振興に対

する寄附金を原資として、八代市スポーツ基金

に繰り入れるものでございます。 

 決算額は３４２万８０００円、特定財源とし

まして、八代市弘済会寄附金５０万円、ＮＰＯ

法人八代市体育協会寄附金１８０万円、コカ・

コーラボトラーズジャパン株式会社寄附金１１

２万８０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施（現行どお

り）としており、今後は本基金を活用し、スポ

ーツ分野における市民交流の活性化や交流人口

拡大による地域活性化を図ってまいります。 

 次に、教育分で、不用額の大きかったものに

ついて御説明します。 

 資料は１６８ページのほうをお願いいたしま

す。 

 下段の各種スポーツ大会奨励事業ですが、予

算現額６００万円に対して、決算額は１０７万

７０００円で、不用額が４９２万３０００円と

なっております。 

 これは新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、全国高等学校総合体育大会や国体など、全

国大会等の中止が相次いだためでございます。 

 続きまして、予算流用について主なものを説

明いたします。 

 すいません。一般会計の歳入歳出決算書のほ

うをお願いいたします。 

 １９５ページのほうをお願いいたします。 

 社会教育の目３・文化施設費の備考欄の１３

節・使用料及び賃借料から１７節・備品購入費

への流用１６万１０００円は、コロナウイルス

感染症の感染予防対策として、文化センターの

リハーサル室への空気清浄機２台を設置するた

め流用したものでございます。 

 続きまして、１９７ページを御覧ください。 

 目６・文化財保護費の備考欄、１８節・負担

金補助及び交付金から２４節・積立金への流用

３１４万３０００円は、積立金の原資であるふ

るさと納税を活用したクラウドファンディング

の寄附額が想定より多かったため、八代市日本

遺産活用推進基金事業へ流用したものでござい

ます。 

 続きまして、１９９ページを御覧ください。 
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 社会体育費の目２・社会体育事業費の備考欄

の１２節・委託料から２４節・積立金への流用

１７５万４０００円は、新型コロナウイルス感

染症の影響により、県民体育祭が中止となった

ため、スポーツ振興基金へ流用したものでござ

います。 

 最後に、災害復旧費について御説明いたしま

す。 

 資料のほうは、主要施策に関する調書にお戻

りいただきまして、１７６ページを御覧くださ

い。 

 １７６ページ下段の商工施設災害復旧事業

（豪雨災害）でございますが、令和２年７月豪

雨により被災した商工施設について、市民等の

利用に際して、支障のないよう復旧を行ったも

のでございます。 

 内容としましては、サンライフ八代の天井改

修及び屋上部放水修繕８９万９０００円、左座

家の配水管修繕２０万８０００円、観光漁業基

地である三ツ島の流木撤去作業業務委託２０４

万６０００円、観光物産案内所の空調設備工事

２０２万４０００円、さかもと館仮復旧工事１

２５万１０００円でございます。 

 決算額は６４２万８０００円、特定財源とし

まして、地方債、商工施設災害復旧事業（豪雨

災害）２２０万円を充てております。 

 なお、翌年度への繰越額１４７４万８０００

円は、さかもと館仮復旧の一部が年度内に完了

しなかったため、次年度に繰越しとなったもの

でございます。 

 今後の方向性は、市による実施（現行どお

り）としており、今後も被災時には早急な施設

修復を図り、市民の利用環境の確保に努めてま

いります。 

 次に、１７７ページ上段の総務施設災害復旧

事業（豪雨災害）は、令和２年７月豪雨で被災

した旧泉第一小学校の擁壁石積の修繕を行った

ものでございます。 

 決算額は１７７万９０００円で、全額が修繕

費でございます。 

 特定財源は、単独の災害復旧事業債１７０万

円でございます。 

 今後の方向性としましては、擁壁石積の修繕

が令和２年１１月に完了したことに伴い、完了

としております。 

 次に、１７８ページ上段の文化施設災害復旧

事業（豪雨災害）は、令和２年７月豪雨により

被災した日本遺産構成文化財の赤松第１号眼鏡

橋と高原橋の修復を行ったものでございます。 

 決算額は６１６万円、特定財源といたしまし

て、地方債、文化施設災害復旧事業（豪雨災

害）６１０万円を充てております。 

 今後の方向性は、完了（終了）としておりま

すが、今後も本市の文化財が適切に保存され、

公開活用が図られるよう、必要な措置を講じて

まいります。 

 以上で説明のほうを終了させていただきま

す。 

 御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） 小会します。 

（午後０時２３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時２４分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 午前中の審査を終了し、しばらく休憩いたし

ます。 

 午後は１時２０分から再開いたします。 

（午後０時２４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１９分 開議） 

○委員長（増田一喜君） 休憩前に引き続き、

経済企業委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明のありました第６款

・商工費、第９款・教育費及び第１０款・災害

復旧費について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 



 

－33－

○委員（野﨑伸也君） すいません。調書ので

すね、１６５ページになります。 

 文化振興課のほうの埋蔵文化財の研究発掘調

査というような事業になりますけれども、こち

らのほうで、今後の方向性のところで書いてあ

るんですけど、熊本県教育委員会の届出が徹底

されてない状況というのがあるんですけど、こ

こら辺のとこ、ちょっともう少し詳しく、どう

いった状況なのか、お話聞かせてください。 

○文化振興課長（丸山尊司君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文化振興課の

丸山でございます。 

 こちらで、方向性のところで書いてございま

す、教育委員会の届出が徹底できていないとい

う部分につきましてですけれども、こちらに書

いてございますとおり、いわゆる工事を行う際

にはですね、届出をする必要あるんですけれど

も、なかなか業者さんあたりに周知が徹底して

ない部分がございまして、届出のないまま、工

事に取りかかれるという事案がございますとこ

ろで、できるだけですね、周知のほうを徹底し

て、届出をしていただくように、周知をしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今の説明からいくと、

業者さんに発注はしとって、業者さんがいつか

ら始めるかっていうのば、言ってこられるのが

遅いちゅう、直前になってから言ってこられる

けんがなかなか届出ができないんですよって話

でよかですか。 

○文化振興課長（丸山尊司君） すいません。

そのとおりでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。調書ので

すね、１１４ページの企業誘致対策事業、商工

港湾振興課のほうなんですけれども、誘致対象

業種っていうのが、八代市にはあるというふう

に思いますけれども、改めてですけども、この

誘致対象業種っていうのを、ちょっと教えてい

ただきたいというのと、そこに、特化して多分

いろいろとやられているんだろうと、企業誘致

ですね。やられているんだろうと思うんですけ

ども。その特化する業者を選定している。なぜ

そういうところを選定したかっていう話、ちょ

っとお聞かせいただきたいんですけれども。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。よろ

しくお願いします。 

 まず、対象業種といたしましては、この企業

誘致対策事業においては、八代市情報通信関連

等事業所立地促進補助金というのを実施してお

りまして、情報通信関連企業のほうを対象とし

て誘致を行っているところで、既にございま

す。 

 今現在、本町アーケード内で誘致を行ってお

りますＳＵＮＡＢＡＣＯさんであったり、お金

の家庭教師さんだったり。そういうＩＴ関連の

ほうをですね、誘致を進めているところでござ

います。また、もう一つ別の事業ではですね。

通常の企業のほうもですね、併せて誘致をして

おりますが、ここにおきましては、通信関連企

業というところでございます。 

 この内容といたしましては、こうした固定資

産、いわゆる設備投資、パソコン等の購入、設

備等に対して１００万以上かつ雇用が３人以上

というオフィス系の企業であれば、補助すると

いうような形でですね、進めているところで

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 この事業に対しては、情報通信関連企業さん

に特化しているって話なんですけど、じゃ、す

いません。その別事業の話は、どっかにありま
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したかね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 工業系ということで、ページでいいますと、

１１３ページ。（委員野﨑伸也君「あ、隣です

ね」と呼ぶ） 

 はい、のほうの上段になります。 

 工業振興補助助成事業ということで、こちら

のほうで、製造とかですね、そちらのほうの誘

致を引き続き併せて実施させていただいておる

というところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

今ほど、最初の事業の企業誘致対策事業のほう

は情報関連ということで非常に頑張っていただ

いているというのを、一般質問もさせていただ

いてますんで、いろいろと伺ってますんで、引

き続きお願いしたいなというふうに思ってま

す。 

 もう１件、後ほど、事業の、工業振興の話。

これは今までやってきている部分の企業誘致だ

ったりとか、そういう部分の話だろうと思うん

ですけれども。こちらのほうがですね、何と言

うんでしょう。八代市、以前から呼び込むため

の場所がないんですよねって話で、もう早く造

らんといかんと、工業団地っていう話ですよ

ね。っていう話があったと思うんですよ。もう

結構な前の話なんですけど、私が経済企業委員

会に所属しよったときに、方向性みたいな、報

告されたときがあったんですよ。そのときは南

インターのところに、そういう団地を整備して

造っていきますよというような話をですね、執

行部のほうから報告を受けたことがあったんで

すけれども、いかんせん、それがもうどうなっ

たのかっていう話もありますし、最近の熊本県

内の話でいけば、やはり県北の非常に企業誘致

というか、企業来るっていう話で、もう、八代

市からというか、私からすれば非常に羨ましい

限りだなっていうような思いがあるんですけ

ど、あそこはやっぱりそういった団地があった

わけなんですよね、やっぱり。八代市にやっぱ

それがないのが、１つネックなんじゃないかと

いうふうに思ってますんで、その工業団地を取

得して、造っていくとかっていう話のビジョン

とかっていうのは、どぎゃんふうに今なっとっ

とかということをちょっと教えていただきたい

んですが。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 田中でございます。委員がおっしゃるのは、

県のほうでまとめられたやつしろ物流拠点構想

のことだと思います。当時、物流構想で確かに

そのようなお話もあったとお聞きしておりま

す。 

 ただ、いろんな費用の面とかですね、そうい

うことから、例えば誘致に対して、今、私ども

がやっております補助等ですね、県のほうも一

緒にやっておりますが、そういうことを厚くし

て企業を呼び込むとか、ＰＲしていくとかいう

ようなことでですね、一旦は、考え方として

は、整備されたものという認識しております。 

 あと、よく委員が今おっしゃいました、港湾

のほうの用地も確かに、本年度完売している状

況でございますので、今後ですね、県のほうと

も連携しながらですね、必要な用地の確保等を

含めてですね、検討してまいりたいと思ってお

ります。 

 はい、以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。先ほど

も言いましたように、県北ばかりですね、何か

もう企業誘致が活況な状況ということで、非常

にどうしたもんかな、悩ましいところだなとい

うふうに思います。県と連携してですね、やっ

ぱり県北だけじゃなくて、やっぱ県南が潤わん

と、熊本県全体は潤っていかないというのは、

あると思うんですよ、間違いなく。 

 そのためには、やっぱり企業誘致、今回のよ

うな非常に国もですね、お金出して造成して、
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いろいろとやっていただけるというのは、ま

ず、土地がないとできないんですから。そこは

やっぱちょっと八代市の方向性、強いものを持

ってからですね、取り組んでいただきたいなと

いうふうに思います。意見です。 

○委員長（増田一喜君） 意見ですね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（百田 隆君） ただいまの企業誘致に

ついてですけど、いろいろと対策を練って講じ

られておると。非常に、私たちも感謝している

わけでありますが、この企業誘致、本市でです

ね、根差した、例えば、工場等を設けた会社、

企業、それの誘致等については、現状として

は、どのような状況になっているのか、お知ら

せください。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でざいます。 

 近年におきますと、昨年度が誘致件数で、投

資件数と申しますか、投資件数等で１７件、そ

の前についてちょっと失念しておりますが、お

おむねそのような数字で動いてまいりました。

ただ、令和２年度につきましては、件数として

も、５件ということですね。あまり件数として

はございません。 

 ただ、ある程度の何と言いますか、業種によ

ってはですね、工場の拡幅であったり、そうい

う形で、進出してこられた後も、増設等でです

ね、投資をいただいて、さらには、雇用のほう

がですね、生まれているという状況でございま

す。 

 ただ、昨年度のコロナの状況でございますの

で、なかなか厳しいものがあるということで

も、私たちはお聞きをしておるところではござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（百田 隆君） ありがとうございまし

た。本市が人口が減少する中でですね、この企

業誘致というのは、もう御承知のとおり、やは

り本市の栄える基本になるというふうに思って

おります。 

 そういうことでありますんで、さらにこの予

算をつけてありますけれども、この予算の倍額

なくらいにしてもですね、頑張っていただけれ

ばなと思っておりますので、よろしくお願いし

ときます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（堀口 晃君） １２４ページの九州国

際スリーデーマーチ、上段ですね。ちょっと私

も勉強不足で大変申し訳ないんですけども、こ

こには２０２０年大会及び２０２１年大会は、

新型コロナウイルスの感染症の影響によって中

止になったと。中止になって、９５８万３００

０円という部分が出ているというふうなことで

よかっですかね。 

 ちょっと、そこ確認をさせてください。 

○イベント推進課長（角田浩二君） イベント

推進課、角田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 スリーデーマーチに関しましては、中止にし

ておりますが、一応負担金として支出させてい

ただいております。 

 支出させていただきました内容といたしまし

ても、中止が途中年度、――準備しておりまし

たものが、ちょっと途中になったところもあり

まして、それが契約上、解除することができな

かったもの、そういうものにお金を出させてい

ただいておりますので、この額を支出させてい

ただいております。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） じゃ、実際に、これも

うずっと毎年開催しているんですけども、実際

に係る総額については、当初の予算額っていう

のは、コロナがなかったときには、幾らぐらい

やったんですかね。 

○イベント推進課長（角田浩二君） ２０２０
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年度の国際スリーデーマーチの当初予算額につ

きましては、予定といたしましては、１８８０

万３０００円となっております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） そのまま契約上、でき

なかった。でも、準備を進めたけんが、９５８

万３０００円を支出したっていうことですね。

はい、分かりました。すいません。 

 もう一つ、１２６ページの上段のヘルスツー

リズム事業という部分について、これ地方創生

の観点から中高年が大都市から市内へ移り住

み、多世代の住民と交流しながら健康でアクテ

ィブな生活を送るというようなところなんです

が、この３０００万円というふうな部分の委託

料、この説明の中においては、ＤＭＯやつしろ

というようなことがあったんですけども、すい

ません。どんな事業で、３０００万円の使い道

については、どういうふうになっているのか、

ちょっとお聞かせいただければと思います。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 観光・クルーズ振興課、南です。よろし

くお願いいたします。 

 ヘルスツーリズム事業の３０００万の使途と

いうことですけども、今回、令和２年度につき

ましては、新型コロナウイルス感染症の影響が

ございましたので、その新型コロナウイルス感

染症の影響によってですね、今後、観光という

のが、どういうふうに変化するかというような

ところの調査、それから、前年から取り組んで

ますので、前年まで取り組んできたものの若干

の見直し、それから、前年までつくられたプロ

グラムの案がございましたので、それからの絞

り込みですね、そういったことをやっておりま

す。また、モニターツアーを企画して実施いた

しました。 

 それとですね、あと健康食というのも、開発

にも取り組んでおりますので、その調査、それ

から献立づくり、それから、それの試作品づく

りですね、そういったことをやっております。 

 また、セールス活動、それから、プロモーシ

ョンを行う予定でしたけれども、これは、コロ

ナによって、実際の対面での実施等はできませ

んでしたので、こういうところは、プロモーシ

ョンのＰＲ動画を作成するというふうなところ

をやっております。 

 あと人材育成という部分もございますので、

人材育成の中で、これも、対面でのですね、講

習会等々ができませんでしたので、これもオン

ラインでの講習会、それから、あとは後でも活

用できるように、講習会等々をですね、動画の

ほうに収めて、それを後で活用するといったと

ころをやっております。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。私もなかなか聞き慣れない事業だったもん

ですから、３０００万円の委託料において、い

や、目的がですね、中高年が大都市からの市内

に移り住んでいただくっていうことが目的で、

住民の皆さんと交流しながら、健康でアクティ

ブな生活を送る。要は移り住んでもらうってい

うふうな、そこに健康という部分が一緒になっ

て事業しているという部分と、今、観光の調査

とかモニターとか、健康食の献立とかっていう

部分がございまして、これ一概に、その成果が

どうこうというようなことは言えないかもしれ

んけども、どうなんですかね。この今、去年、

――令和元年から進めて２年目になったわけな

んですけども、この成果として、今どういう状

況なのか、ちょっとその辺を教えてもらってい

いですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 南です。よろしくお願いいたします。 

 地方創生の目的としてですね、人が移り住む

とかいうのが大きくありますけども、このヘル

スツーリズムとしましては、旅行という非日常
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的な楽しみの中で、健康増進を図ると、体験旅

行ですね、をしていただくというのを目的の１

つに掲げております。 

 そういった中で、令和２年度までに、そのプ

ログラムをですね、検討いたしまして、一部モ

ニターツアー等を２年度で実施しております。 

 今年度につきましては、それを、実際の商品

として扱えるようにということで、今ですね、

これは今月からですけども、今月の１６日か

ら、実際にこれプログラムを動かしております

けども、日奈久地域で４つのプログラム、それ

から、東陽地域で５つのプログラム、こちらの

ほうを実際に販売形式でやっているところで

す。これを来年の１月１５日までという期間を

設けて、実際に、試行販売しているという状況

になっております。 

○委員（堀口 晃君） すいません。日奈久で

４つ、東陽で５つの何を販売するんですかね。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 失礼しました。日奈久のほうがですね、

日奈久ふく福巡りコースということで、歩きな

がらの歩くコースですね。まちめぐりするコー

ス。それから、夕暮れどきの日奈久を歩く日奈

久の夕陽と朝ヨガを楽しむ体験コースというこ

とで、これは１日目がウオーキング、２日目が

早朝からヨガを体験するというところになって

ます。 

 日奈久６００年の散歩道コースということ

で、日奈久の町なかの散歩ですね。日奈久ちく

わ焼き体験とウオーキングコースということ

で、その散策に合わせて、日奈久のちくわ焼き

を体験していただくという、こちらの４つにな

っております。 

 東陽のほうが、フットパスコースということ

で、これ、昨年試行をやっておりますけども、

それのほうを、今度は、実際に商品として紹介

しているというところです。 

 山女魚釣堀体験コースということで、東陽の

ほうでヤマメの養殖されているとこありますの

で、そのところと協力しながら、釣堀の体験、

それと紅葉狩りコースということで、この時

期、紅葉が見られますので、そこを案内すると

いうコースです。 

 しょうが料理体験教室ということで、ショウ

ガ料理も実際作っていただくというコースがご

ざいます。 

 最後は、キャンプということで、これも東陽

のほうの地元がですね、公民館のほうをキャン

プで利用できるように改修整備されておりまし

たので、そちらのほうと連携しながら、キャン

プの御案内をしているところでございます。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） いろいろとイベントが

あるということで、そのごめんなさいね。イベ

ントをＤМＯやつしろが販売するという、こう

いう案内が、例えばふく福めぐりコースならば

歩くとかヨガとか、６００年祭とかっていう、

ちくわとかいうようなジャンルがあって、それ

を販売するって、こんな話ですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 今年度まで、このヘルスツーリズム事業

ということで、ＤＭＯにですね、委託して実施

いたしますけども、この期間が終わった後に

は、ＤＭＯがこの商品を実際の商品としてです

ね、取り扱っていけるようにということで考え

ておりますので、それの試行ということで、実

際に、今この販売をやっているということで

す。 

○委員（堀口 晃君） ありがとうございまし

た。すいません、私も勉強不足でヘルスツーリ

ズム事業という部分が、よくちょっと理解でき

なかったという部分があるんで。 

 一応、この本来の目的っていうのは、ここに

掲げてある部分が本来の目的、地方創生の観点

っていう部分が、中高年が大都市から市内へ移

り住んで、多世代の住民と交流しながら、健康
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でアクティブな生活を、そこに移り住んでいた

だいて、健康づくりをしていただく。なおか

つ、必要に応じて医療・介護を受けることがで

きるっていうことが目的ならば、今のお話をち

ょっと聞かせていただいただけで、それが果た

してこの目的に合致するのかなというようなと

ころがちょっと疑問じゃありますけども、でも

これから先、ＤＭＯさんとともにですね、頑張

っていただかなければならないので、一生懸命

取り組んでいただければというふうに思いま

す。 

 要望です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようですね。以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（百田 隆君） 実は、さかもと温泉セ

ンター「クレオン」の管理運営事業ですが、実

は、他市から、この入浴に来られる、そういう

人たちの案内板がですね、休館の日にですね、

休館という案内板がですね、国道２１９号の入

り口とか、あるいは、国道３号の二見の君ヶ淵

とか、ああいうところにでも立っておればです

ね、その施設まで行かなくてもいいと。施設に

行って、初めて休館だということが分かった

と、何だこれはっていうような意見があっちこ

っちから聞いております。 

 そういうことがありますので、これはです

ね、はっきり休館日は休館日だということをで

すね、遠隔地にまで出してもらって、今言った

ところでいいんですけれども、そうしてもらっ

たら、不満を買うことはないんじゃないかなと

思っておりますので、その辺りのことをよろし

くお願い申し上げておきます。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほどもお話ししまし

たけど、まず、工業振興の関係ですね、企業誘

致の関係ですけれども、どうにかですね、県と

連携取っていただいて、国でもいいんですけれ

ども、八代にやっぱりその工業団地、また造る

というところで、取り組んでいただきたいとい

うふうに思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、いろいろと新しい企業さん、来られた

ときにはっていう話で、補助金とかですね、あ

るんですけれど、コロナがあって今までは調子

よかった既存の企業さんっていうのが、コロナ

後に非常に厳しい状況に、今なっているという

ところもあるやもしれないと思うんですよ。 

 既存の企業さんのところにもですね、対して

も、やっぱり何らかの形で、そういったこの八

代でですね、操業続けていただけるように、何

らかの形で、補助なり何なりができるような体

制づくりというか、まずはやっぱり今どういっ

た状況かとか確認とかそういうのも大事じゃな

いかなというふうには思います。 

 そこで、今、残っている企業さんがですね、

雇用されている方々あってのやっぱり八代市だ

ろうというふうに思いますんで、そこら辺のと

ころも念頭に入れて、次の事業に生かしていた

だけたらというふうに思います。 

 あと、観光の関係も、やはりコロナが終わっ

てから、また、いろいろ準備して来られたもの

がやっとですね、花開くときが来るんじゃない

かなというふうに思ってます。 

 先ほども、やっぱりいろいろＤＭＯさんとか

ですね、いろいろやっていただいているもの

が、やっと活用して、人を呼び込むというのに

生かしていけるんじゃないかなというふうに思

いますんで、また、ＤＭＯさん含めてですね、

一緒になって取り組んでいただきたいというふ

うに思います。 

 あと、文化振興の関係なんですけれども、こ
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っちもやっぱり人を呼び込んでいくという話の

中で、お祭りでんでん館とかですね、そういう

のも建設があって、いろいろと八代城址だった

り、併せて商店街のほうにですね、誘客してい

くというようなつながりのある中で、やられて

いるというのもありますし、そういったとこを

考えたときに、やっぱり１つ思うのは、松浜軒

のところがやはり非常にどうにかならんかなと

いうふうに思います。 

 というのが、よく言われるのが、やっぱり道

沿いのですね、塀だろうというふうに思います

んで、それも含めてなんですが、やはり、松浜

軒のほうも、その周遊の中の１つでありますの

で、やはり、来られた方が、立派なところだ

な、来てよかったなというふうに思われるよう

な整備っていうのをですね。とにかく早めてい

ただきたいというふうに思いますので、いろい

ろとお話を聞いておりますけれども、難しい部

分があるというふうに聞いておりますけど、そ

こをどうにかして、クリアして、きちんとした

商品というか、来られた方ががっくりされない

ような形でですね、また、来たいと思っていた

だけるように、取り組んでいただきたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（北園武弘君） 全般的になんですけど

も、特に施策に基づいた事業計画、特に、やっ

ぱり規模拡充とかを考えておられる誘致事業で

あったりっていう部分に関しては、その関係団

体とか関係者が本当に真剣になって、誘致をや

るんだっていう思いの中で、計画を立てていた

だきたいな。計画があってからのお金の支出じ

ゃないかなというふうに思ってますんで、その

辺のところはよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないですね。ないよ

うです。 

 これより採決いたします。議案第１１７号・

令和２年度八代市一般会計歳入歳出決算中、当

委員会関係分については、これを認定するに、

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午後１時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時４９分 本会） 

◎議案第１２５号・令和２年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１２５号・令和２年度八代市久

連子財産区特別会計歳入歳出決算について、農

林水産部から説明願います。 

○農林水産政策課長（澤村成浩君） 農林水産

政策課、澤村です。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、議案第１２５号・令和２年度八代

市久連子財産区特別会計歳入歳出決算につきま

して、令和２年度における主要な施策の成果に

関する調書及び土地開発基金の運用状況に関す

る調書（その２）財産に関する調書をもちまし

て、御説明させていただきます。着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○農林水産政策課長（澤村成浩君） 失礼いた

します。 

 それでは、お手元の令和２年度における主要

な施策の成果に関する調書及び土地開発基金の

運用状況に関する調書、その２の２０７ペー

ジ、２０８ページをお願いいたします。 

 ２０８ページの事務事業名、久連子財産区一
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般管理事業でございますが、これは久連子財産

区所有林及び基金の管理及び運用を行うもの

で、決算額３万４０００円は、久連子財産区管

理会の年２回の開催を、令和２年度は新型コロ

ナウイルス感染症の予防対策の観点から、書面

での開催となりましたことから、主な支出は、

施設の維持管理費等、そして、地区内にありま

す防犯灯１３基分の電気代２万６０００円、積

立金としまして、基金の預金利息８０００円を

積み立てたものでございます。 

 続きまして、財産に関する調書の１０ページ

をお願いいたします。（｢財産に関する」と呼

ぶ者あり）はい、財産に関する調書でございま

す。（｢１０ページ」と呼ぶ者あり）はい。 

 下段の基金の欄では、決算年度末現在高が４

７５万８０００円となっておりますが、出納整

理期間中に債権発生の処理を行っており、現在

の基金残高は４７６万６０００円となっており

ます。 

 続きまして、また、事務事業評価票になりま

すが、今後の方向性は、久連子財産区管理会に

おいて、財産区の形態変更等の意向がないこと

から、現行どおり、市による実施といたしてお

ります。 

 以上が令和２年度久連子財産区特別会計歳入

歳出決算の説明でございます。 

 御審査のほうよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑、ありません

か。ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１２５号・令和２年度八代市久連子財

産区特別会計歳入歳出決算については、これを

認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

                              

◎議案第１２６号・令和２年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１２６

号・令和２年度八代市椎原財産区特別会計歳入

歳出決算について、農林水産部から説明願いま

す。 

○農林水産政策課長（澤村成浩君） それで

は、議案第１２６号・令和２年度八代市椎原財

産区特別会計歳入歳出決算につきまして、令和

２年度における主要な施策の成果に関する調

書、土地開発基金の運用状況に関する調書、そ

の２、財産に関する調書をもちまして、御説明

いたします。 

 それでは、お手元の令和２年度における主要

な施策の成果に関する調書及び土地開発基金の

運用状況に関する調書、その２の２０９ペー

ジ、２１０ページをお願いいたします。 

 ２１０ページの事務事業名、椎原財産区一般

管理事業でございますが、これは椎原財産区所

有林及び基金の管理及び運営を行うもので、決

算額４万円は、椎原財産区管理会の年２回の開

催を、令和２年度は新型コロナウイルス感染症

の予防対策の観点から、書面での開催となりま

したことから、主な支出は、施設の維持管理費

としまして、地区内にあります防犯灯１７基分

の電気代３万４０００円、積立金としまして、

基金の預金利息６０００円を積み立てたもので

ございます。 

 続きまして、また、財産に関する調書の１１

ページをお願いいたします。 

 下段にございます基金の欄では、決算年度末

現在高が３５７万４０００円となっております
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が、出納整理期間中に債権６０００円の処理を

行っており、現在の基金残高は３５８万円とな

っております。 

 今後の方向性につきましては、椎原財産区管

理会において、財産区の形態変更等の意向はな

いことから、現行どおり、市による実施といた

しております。 

 以上が、令和２年度椎原財産区特別会計歳入

歳出決算の説明でございます。 

 御審査のほうよろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１２６号・令和２年度八代市椎原財産

区特別会計歳入歳出決算については、これを認

定するに、賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。委員会報告書及び委員長

報告の作成については、委員長に御一任願いた

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後１時５８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年１０月２８日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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